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一昭和60年度発掘調査報告書 I-



序

本市は 、 奈良時代から平安時代にかけて 、 陸奥の都と

して栄えた 「多賀城」を有する史跡のまちとして、 市民

生活と歴史の融和を目ざして躍進しております。

今回 、 調査を行なった山王遺跡は 、 南面に美しい田園

風景を残し、 東方の丘陵上に緑豊かな多賀城跡を望む恵

まれた自然環境の中に所在しております。

調査の結果、 平安時代から近世始め頃にわたる溝跡や

井戸跡が発見され、 特に下駄 、 櫛 、 曲物容器、 自在鉤な

どの日常生活用具が数多く発見され、 当時の人々の生活

を知る手掛りとなる打重な資料となっています。

本報告害が、 研究者のみならず、 広く一般の方々にも

活用されますれば、 幸いと存じます。

最後に 、 発掘調査、 整理、 報告書の作成において、 御

協力をいただいた多くの方々に対して、 心から感謝を申

し上げる次第であります 。

昭和61年3月

多賀城市教育委員会

教育長 玉 畠 誼



例 言
1 . 本昏は 、 多賀城市教育委員会が昭和60年度の国庫補助事業として実施した 「山王遺跡他発

掘調査」の結果をとりまとめたものである。

2. 調査地区は 、 S N-Ilの略記号を用いて記録している。

3. 本書の執筆・編集は 、 文化財保護係職員の協議を得て、 石本敬、 相沢消利が担当した。

4 .  本書の作成には 、 次の者が携わった。

滝口裕子 、 我妻悦子、 柏倉霜代 、 須藤美智子 、 熊谷純子 、 黒田啓子

5. 木製品の樹種同定は 、 内藤俊彦氏（東北大学理学部植物園）に御願いし 、 付章として掲載

した。

6 . 石製品の石質鑑定は 、 伊藤希久夫氏（塩釜高等学校）の肉眼観察による。

7. 調査区の実測基準線は 、 国家座標の方位をとっている。

8 .  本甚中の土色についてはr新版標準土色帖』 （小山正忠、 竹原秀雄：1976)を参考にした。

9. 遺物の整理においては 、 工藤哲司 、 斎野裕彦（仙台市教育委員会）両氏の御助言を賜った。

10. 木製品（杭）の実測表現方法、 部位名称等については 、 「山口遺跡Il」 （仙台市教育委員

会： 1984)に準じた。

11. 調査、 整理に関する諸記録および出土遺物は 、 多賀城市教育委員会が 一括保存している。

調査要項
1 . 遺跡所在地：宮城県多賀城市山王字山王二区183-1、 184-1

2. 調 査期間：試掘調査 昭和60年4月17日-19日

本調査 昭和60年5月27日-7月5日

3 . 調 査面積：400m'(対象面積llOOm')

4. 調 査主体：多賀城市教育委員会 教育長 玉品 誼

5 . 調 査担当：多賀城市教育委員会 社会教育課文化財保護係

社会教育課長 柳原邦男

文化財保護係長 高倉敏明

技 師 滝口 卓、 石川俊英、 石本 敬

主 事 柏原靖史

嘱 託 千葉孝弥、 相沢消利

6. 調査協力者：阿部祝男（地権者） 、 東北歴史資料館

7. 調査参加者：赤間かつ子 、 阿部美智子、 阿部米子、 加藤文一 、 熊谷あつ子、 熊谷きみ江 、

黒崎雁治、 後藤はつみ、 桜井栄子、 佐藤たま子、 下道博信 、 高野敏子
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I 山王遺跡の立地と環境
山王遠跡は 、 多賀城市山王、 南宮の両地区を中心とする東西約2km、 南北約1 kmの広範囲に

わたる遺跡である。 今回発掘調査を行った地点は 、 遺跡範囲の中央部南端に位置し、 その南面

に は 水田地帯が広がっている。

本遺跡周辺は 、 七北田川と 砂押川によって形成された自然堤防と潟湖性低地が発達した地域

で、 仙台平野の中の宮城野海岸平野に 属する。沖積層の厚さは40-60mに達し、 特に最上部は

3 -lOmの厚さで、 泥炭• 有機質粘土～シルトと砂層との互層からなっている。 また、 七北田

川流域の甚盤層は 、 凝灰岩・シルト岩を主体と する第三紀中新統の七北田陪と鮮新統の亀岡層

よりなっている。 これらは 、 上流域では四段の段丘面を形成し、 当地域付近では 沖租層下に 埋

没していると いう（註1)。

周辺の遺跡についてみると 、 現在までのところ本遺跡と 同様に 沖積平野上に立地する遺跡に

は 、 弥生時代以前に さかのぼるも のは確認されていない。 当地域に 人々の生活の足跡を見い出

すこと ができるのは 、 古墳時代以降のことである。

古墳時代に 属する遺跡としては 、 本遠跡の西側隣接地域から七北田川東岸にかけて所在する

新田遺跡がある。 また、 対岸の仙台市岩切地区に は 鴻ノ巣遺跡が所在する。 新田遺跡は発掘調

査において、 古墳時代前期及び中期の遺物が、 土拡等から多品に 出土している（註2)。 鴻ノ巣

遠跡も 過去数回の発掘調査が実施され、 古墳時代中期の竪穴住居跡や焼土追構、 土琺等が検出

されている（註3)。

奈良• 平安時代に 屈するものとしては 、 本調査区の北東約1.5 kmの丘陵上に特別史跡多買城

跡が所在している。 さらに 、 この南面地域には 市川橋遺跡が所在しており 、 山王遺跡、 新田遺

跡と と も に 、 古代多賀城を取り巻く大規模な集落群を構成している。

中世に属するも のとしては 、 本調査区の北西約3.5kmの高森山の項上部に 、 留守氏の居城で

ある国指定史跡岩切城が所在する。 さらに 、 前述した鴻ノ巣遠跡、 新田遺跡からは 、 掘立柱建

物跡、 溝跡、 井戸跡等が検出されている。 特に 、 新田遺跡の北寿福寺、 南寿福寺の両地区から

は 、 居住域を方形に 取り囲む大溝が検出されており 、 中世集落の形態を知る上で貨重な資料で

ある。 このほか、 館跡としては 、 本調査区の北東約300mに山地83館跡、 北方約900mに 内館

跡が所在しているが、 後世の改変が著しく、 現在は 確認すること ができなくなっている。

さて、 本遠跡からは 、 過去の調査において古墳時代、 奈良• 平安時代、 中世、 近世の遠構が

多数検出されている（註4)。東町浦、 西町浦地区では古墳時代中期に 属する溝状及び楕円形状

を呈する遺構や竪穴住居跡等が検出されている。 遺物は土器類では 、 土師器、 須恵器、 続縄文

土器があり、 木製品ではフォ ー ク状鋤、 手斧柄がある。 このほか、 石製模造品 、 黒耀石製石器 、
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琥珀玉、 ガラス小玉等が出土している。 また、 奈良• 平安時代に属する遺構には 、 東町浦地区

で検出された掘立柱建物跡、 井戸跡、 側溝をもつ道路状遺構等がある。 さらに、 その他の時代

の内容にも個々に見るべきものがあり 、 全体を通してみても多賀城市の歴史の古代からの発展

過程を解明する上で、 貴重な遺跡であるといえる。

I 調査に至る経綽

多賀城市の西部地域にあたる山王、 南宮、 新田地区は 、 市街化区域とされており 、 近年宅地

造成が急増している状況にある。 当地域は 、 多賀城跡を取り巻く集落跡として 、 関連する多く

の遺構 、 遺物が存在することは周知のこととなっている。 市教育委員会は、 増加する宅地造成

等の開発計画に対応するため、 昭和55年度以来継続事業として、 多賀城跡周辺遠跡の調査を実

施してきており 、 次第に遺跡の性格を明らかにしつつある。

本調査については、 昭和60年4月に多賀城市山王字山王二区における宅地造成工事の計画が

地権者より提示されたため、 本件申語について協議を行った。 当該地は 、 山王遺跡の包蔵地内

に位置し、 さらに、 昭和55年に発掘調査を行った北側約100mの隣接地において、 竪穴住居跡

や掘立柱建物跡等が検出されていることから、 古代の追構が存在する可能性が充分考えられた。

そこで、 昭和60年4月17日から19日にかけて、 迫構確認のための試掘調査を実施した。 調査は、

3m X 9mのトレンチ2本を南北方向に設定して行った。 その結果、 溝跡、 土砿、 ピット等の

,, 

第2図 調査区位置図
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][ 調査方法と経過
当該地の発掘調査では 、 調査対象 面積約1100m'の う ち 、 遠構の分布が 顕著であ ろ う と予想 さ

れた対 象 地域北半部 に約 400m'の面積で調査区 を設定した。 この設定 に あたっては 、 排土場所

及び試掘調査の成果を考應 した。 測品基準点は国家座標 を使 用し 、 調査区 南西部 に 原点1(X : 

-189,420. 000、 Y : +12, 633. 000)、 北西部 に 原 点 2 (X : -189,395. 000、 Y : + 12, 633.000) 

を設け 、 この 2点を結ぶ線 を基準線 と した。 さ ら に 、 3m 単位 で原点1よ り 北側を順にN- 01、

N-02…
、 東側をE-01、 E-02…と表わ した。 また、 こ れと同様に調査区 全域に 3m 方限の

グ リ ッ ト を設定 し 、 南北方向をア ル フ ァ ベ ッ ト ( A - I )。 東西方向をア ラ ビ ア数字 (01-06)

で表わ し 、 その組み合わせに よる グ リ ッ ト名をつけて 、 遺物の取 り 上げ等を行った。

発掘調査は 、 昭和 60年5月27 日 よ り 開始 した。 当該地は 、 最近まで水田とし て利用 さ れて い

たが 、 調査時には50-80cmのI単 さで盛土 さ れて いたため 、 ID!J査に 先 だ って 、 重機 によ り 旧水田

面までの掘 り 下 げを行った。 調査は 、 始 め に 旧水田の耕作土である第Ia層と 、 床土である第lb

層の掘 り 下げを行 う 。 こ れと並行 し て 、 実測図作成のための遣 り 方を設定 する。 遣 り 方水糸高

は標 高4,800mである ( 6 月 1 日 ）。 第 lb 層除去の段階で、 農地整理前の畦畔 の痕跡 を検出 し 、 写

真撮影、 平面図作成を行 う ( 6月 4 日 ）。 第 1I 層を掘 り 下げ、 調査区北壁沿い を東西方向に延び

るS D 01溝跡 を検出する。 また、 北半部にお いて S K 01-07土拡を検出する ( 6 月 6 日 ）。 調査

区 西側を重複 して南北方向に延びるS D 02· 03溝跡 を検出する と と も に 、 すでに検出した各遺

構の掘 り 込み調査を行い 、 順次 、 写真撮影、 実測図作成を行 う ( 6 月8 日 ）。 調査区 中央部でS

D 04 · 05溝跡 、 S E 01-03井戸跡 を検出 し 、 掘 り 込み調査を行 う ( 6 月22日）。 前記の各遠構の

調査をほぼ終了 する。 こ れ らは 、 重複関係や出土遠物 等から 、 おお よ そ 中世に 属 する遠構 であ

ると判断した。 引 き 続 き 、 S D 0 6-08溝跡 とS E 04 · 05井戸跡を検出 し 、 掘 り 込み調査を開始

する。 なお 、 S D 0 6溝跡 とS E 04井戸跡の埋土中 に 、 灰白色火山灰が 含まれる こ とを観察した

( 6月24 日 ）。 S E 05井戸跡は 、 井戸枠が認め ら れた ほか、 多 くの木製品 が 出土し た こ と • ら 、

写真撮影や実測図作成を数回 に分けて行 う ( 6月28 日 ）。 調査区 南 東部でS B 01 · 02建物跡 をは

じ めと する多 くの小柱穴を検出し 、 掘 り 込み調査を行 う 。 また、 こ れ らよ り 規模が 大 き く 、 方

形を呈する 2つの柱穴が 、 南北方向に並ぶことを確認したため 、 この延びを確認する 目的で調

査区を南側と 東側に 拡張する。 その結果、 南側 にのみ 新たに同規模の柱穴を確認し 、 こ の追構

をS A Ol柱列跡 とした ( 7月 3 日 ）。 各遺構の調査をほぼ終了 し 、 調査区 全崇の写真撮影を行 う。

その後、 甚本層位 を確認するため 、 調査区 南壁沿 い に l m X 5 m の ト レ ン チを設け 、 深 さ 約80

cmまで掘 り 下 げを行い 、 壁面で旧河川跡 を観察 する ( 7月 4 日 ）。 7月 5 日 に ト レ ン チの写真撮

影、 セ ク シ ョ ン図作成を行い 、 すべての調査を終了した。
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w 調 査 成 果
1 . 基 本 層 位

第Ia階 旧水田の耕作土で、 やや粘性を帯びた褐灰色 シ ル ト 層 か らなる。 厚 さ 約20cmを計 り

酸化鉄斑紋が 若干認め られる。

第lb陪 旧水田の床土で、 砂質気味の褐灰色 シ ル ト層 か らなる。 厚 さ 10-15cmを計 り 、 酸化

鉄斑紋の 集 積が 認め られる。

第 II層 明黄褐色と褐灰色 シ ル ト をプ ロ ッ クに 混入する灰黄褐色 シ ル ト層 か らなる。 調査区

内のほぼ全域に 認め られるが 、 厚 さは 薄 く 北側で約 8 c�、 南側で約5cmを計る。 土師器、 須恵

器等の遠物 を若干含む。

調査区 南壁で土層 観察を行った結果、 第 II 層 よ り 下層は黄灰色を甚調とした砂質 シ ル ト 層 及

び砂層 が10-20cmの厚 さで幾層 に も堆積 し 、 重複し た小河川跡を形成 し ている。 こ れ らの堆積

土の上面が 遺構 検出面である。

Pilイ Pit口 Pivヽ

゜ 2 m  

層 位 土 色 土 性 �ill 考 府位 土 色 土 性 偉 考
堆 積 土 旧 河 川 堆 積 土

I b 褐 灰 色 シ ル ト 酸化鉄を含む 15 汗 灰 色 砂 植物遺体を層状に含む
n 灰黄褐色 ,, 明黄褐色土と褐灰色土が混入 16 � ,, 

遺 構 埋 土 17 � ,, 植物遠体を含む
pit イ 黙 褐 色 シ ル ト 掘 り 方 a 灰 黄 色 シ ル ト カーポンを含む

，， ，' ,.. 柱痕跡 カーボンを含む b ,, ，， 砂質土を若干含む
Pit 口 黄 褐 色 � 掘 り 方 (C � 砂質シ ル ト

，， 黒 褐 色 ，， 柱痕跡 カーポンを含む rl 黄 橙 色 砂
Pit ハ 灰 褐 色 ,, 掘 り 方 e 灰 黄 色 ,, 上層より粒子が細かい

，' 黒 褐 色 ,, 柱痕跡 カ ー ボ ン を含む if 黄 橙 色 ，， 粗砂、細砂が層状に入る
旧 河 川 堆 租 土 g � "' 

1 黄 灰 色 シ ル ト マ ン ガン粒を含む In 育 色 々
2 ,, 砂質シ ル ト ,, j 灰 黄 色 シ ル ト
3 ，， シ ル ト 砂を含む j .,. 砂
4 .. � k ，， " 砂と シ ル ト が互層になる

褐 灰 色 砂 ＇ 黄 侶 色 ，' 一部グラ イ 化
拭 灰 色 シ ル ト 粗砂を含む m 甘 灰 色 ,, 細砂と祖砂が層状 に な る
灰 黄 色 ，， ，, n ,, ，' 植物遠体を層状に含む

，' ,, ，' ゜ ，， ，， 上層より細かい砂
々 ，， 上方に植物遺体、下方に粗砂を含む p ，， ,:, ，， 

10 灰 黄 色 シ ル ト 植物遺体を含む Q ,., ，，， 

11 黄 灰 色 砂 粗 砂 C" .. .. 上層より粗い砂
12 灰 拭 色 シ ル ト 植物遺体を含む ① 灰 黄 色 � 
13 褐 灰 色 砂 栢物遺体を層状に含む ② ,, ,, 
]4 w 灰 色 ,, グ ラ イ 化 ③ 百 灰 色 .. 

第 3 図 墓本層位（調査区南壁）
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2 .  発 見 遺 構

今回の調査で検出された遺構は 、 掘立柱建物跡 2 棟、 掘立柱列跡 1 粂 、 溝跡10粂 、 井戸跡5

基、 土拡9 甚 と 農地整理前の畦畔の痕跡である。

( 1 ) 掘立柱建物跡

S 801 掘立柱建物跡 調査区南端のほぼ中央に位磁する。 S D 07 · 08溝跡 と 重複関係にあり

こ れ ら より新しい。 東西 1 間 、 南北 1 間あるいは それ以上の建物跡である。 南側 で、 さ ら に調

査区外に延びると 思 わ れ、 全体の規模は不明である。 柱間寸法は 、 北側柱列で 3 . 7m、 東側及

び西側柱列で2.3 mを計る。 建物方向は N- 3 ° -E である。 柱穴掘り方は 、 ほぼ円形で径20

-30cmの小形のものである。 埋土は黒褐色 シ ル ト 層 か ら なる。 柱痕跡は 3 ヶ 所で認め ら れ、 径

約10cmを計る。 そ のうち 北東隅柱穴においては 、 柱材が残存している。 追物は出土していない。

$802 掘立柱建物跡 調査区南東部に位置し 、 S B 01建物跡の東側に近接する。 S A Ol柱列

跡 と 重複関係にあり 、 これより新 し い 。 東西 1 間 、 南北2 間あるいは それ以上の南北棟建物跡

である。 柱間寸法は、 北妻柱列で 原点2 E 01 E 02 E 03 E 04 E 05 E 06 

2.55m、 東側柱列で北 か ら 1 .95m

+1.85mを計る。 建物方向は発掘

基準線にほぼ一致する。 柱穴掘り

方は円形及び楕円形を呈し、 径約

20cmを計る。 埋土は黒褐色 シ ル ト

層 か ら なる。 また、 柱痕跡は認め

ら れなかった。 遠物は出土 し て い — 

ない。

(2) 掘立柱列跡

SA01 掘立柱列跡 調査区南東

部に位醤する。 S B 02建物跡 と 重

複関係にあり、 こ れの東側柱列に

切 ら れている。 南北柱列 2 間を確

認したのみであるが、 さ ら に南側

の調査区外に延びる可能性があり 、

また、 こ の柱列を西側柱列 と する

“
 - N08 

(H) 

- N07 
(G) 

- N06 
(F) 

- NOS 
(E) 

- N 04 
(D) 

- N03 
(C) 

- N02 
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-

(

N
B
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l 
! 

(A} 

攀

建物跡になる こ と も 考 え ら れる。

柱間寸法は 北 か ら 2 . 05m +1.  75m 

を計り 、 方向は発掘基準線にほぼ

原点 l
I I 

(01) (02) 
（ ） 内 は グ リ ッ ト 名

I 

(03) 
I 

(04) (05) (06) 
0 5 m I・_,.,, ' ' '一J

第 4 図 農地整理前の畦畔
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原 点 2
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EOl 
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E02 

I 

E03 
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E04 

I 

E 05 

I 

E06 

I 

ー

lil

点原

゜ S m  

- NOS 

- N07 

- N06 

- NOS 

- N04 

ー N03

z

 

ー N02

- NOl 

第5 図 遺構配置因
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一致す る。 柱穴掘 り 方

は 方形及び不整方形を

呈 し 、 規模は北か ら 65

X 60cm、 85 X 70cm、 70

X70cm、 深 さ20-30cm

を計る。 柱痕跡は各柱

穴で認め ら れ 、 径20-

30cmの円形を呈する。

遺物は出土 して い ない 。

04
|

 

E
 

@ 

◎ 
◎ 

喝
゜

゜
SA01 土層観察表
層位 土 色 土 性 偏 考

l 黒褐色 シ ル ト 貿橙色土を斑状に含む
2 暗褐色 . . 

3 黒褐色 ，， 黄橙色土 を多凪に含む
4 黄橙色 砂質 シ ル ト 暗褐色土を斑状に若干含む
5 暗褐色 シ ル ト 黄橙色土 を斑状に若干含む
6 • • 黄位色土 を 多 く 混入
7 黄橙色 砂質シルト 暗褐色土を斑状に若干含む
8 暗褐色 シ ル ト 黄橙色土を斑状に若干含む， ，' 々 貿橙色土 を 多 く 混入
10 黄橙色 砂質 シ ル ト 暗褐色土を斑状1_:_若干含む

@T -.. 

◎ 

5
 
o
ー

E
 

◎
 

NOl 
ヽ
.,
 

｀ 

感 - N OO  

l .. 

゜ 2 m  

第 6 図 SA01 実測図

(3) 溝跡

S001溝跡 調査区北端 を 東西方向 に延びる溝跡 であ る。 S D 06 · 07· 09溝跡 と重複関係に

あ り、 こ れ ら より 新 し い 。 確認できる

長 さは1 6, Sm で、 幅は北壁が 調査区外

に か か るため 不明であ る。 底面は湧水

が 激 し く 、 しか も 壁 が 崩 れやすい 砂層

’
 BT

 

S001 土層観察表
層位 土 色 土 性 躍 考

l 暗 褐 色 シ ル ト 植物遺体を若干含む
2 ,, 粘土質シルト 植物遺体を多足に含む
3 ,, シ ル ト やや砂質
4 褐 灰 色 砂質 シ ル ト

0 2 m  
l: •. ,,,』,''' ,J

層
5
位い白’卜
6 灰 色 ，， 

,, 

備

緑灰色砂質土を含む

考

第 7 図 SD01 セ ク シ ョ ン図
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で あ っ たため検出で き な か っ た。 壁は底面付近 か ら 比較的急な立ち上がりをみせるが、 中頃で

段を有し、 そ の上方は傾斜が ゆ る や か に なる 。 深さは90cm以上を計る。 埋土は基本的 に 2 層に

大別 される。 上層は粘性 の あ る暗褐色シルト層であり、 植物遺体を多旦 に含む。 下層は褐灰色

シ ル ト 層 で、 底面近く ほ ど グ ラ イ 化 し緑灰色を呈す る よ う になる。 遠物は 、 土師器 に は ロ ク ロ

未使用の杯・甕、 ロ ク ロ 使用の杯• 高台付杯が あ り、 須恵器 に は底部に 「＋」のヘ ラ描きのあ

る杯（第20図 5 ) や蓋 ・ 甕 • 壺がある。 こ の ほ か 、 丸瓦、 櫛が出 土 している 。

SD02溝跡 調査区西側をN -17!._£ の南北方向に延びる溝跡であ る 。 重複関係 か ら S K 01 ・

06土拡より古く、 S D 03溝跡よ り新 し い 。 確認できる長さは約1 4mで、 調査区南西部の西壁寄

りで、 大き く 西側に屈曲 し 調査区外に延びる。 上幅65-90cm 、 下幅35-60cm、 深さは約20cmを

計る 。 底面は平坦に近く 、 壁は丸味をもってゆるやかに 立ち上がる。 埋土は 2 層 に大別され、

上限は植物遺体を含み粘性 に富む。 遺物は 、 土師器 に は ロ ク ロ未使用の杯 ・ 甕、 ロ ク ロ使用の

甕が あ り 、 須恵器には杯 ・ 甕 ． 壺が あ る。 こ の ほ か 、 瓦質土器や下駄が出土している。

S003溝跡 調査区西側をN -15!._ E の南北方向に延びる溝跡であ る 。 重複関係 か ら S D O Z  

溝跡よ り古 く 、 S D 04 · 09溝跡、 S E 04 · 05井戸跡より新 し い 。 本溝跡は 、 調査区の南側でゆ

るやかに弯曲し 、 発掘基準線にほぼ一致する方向をとって、 さ ら に南へ延びると 思われる。 し

かし、 一方では西壁側が西へ屈 曲す る よ う な状況を呈す る こ と か ら 、 あ る い は 西へ延びる溝の

存在 も 考え ら れ る。 確認できる長さは約21mで 、 上幅 140 - 180 cm、 下幅50-80cm 、 深さは約

35cmを計る。 断面形はほぼ逆台形を呈し 、 壁 は ゆ るやか に 立ち上がる。 埋土は 3 陪 に大別され、

下層が褐灰色砂質 シ ル ト 層 で あ り 、 そ の上層に は植物遺体を多鼠に含む暗褐色粘土質 シ ルト層

が厚く堆積している。 また、 本

溝跡の北側を東西方向 に延びる

S D  01 溝跡 と の間 に は 、 幅 1 . 6

mにわたって掘り残 した箇所を

有している。 さ ら に 、 この南側

に は 径 1 . 5m、 深 さ0 . 5 mの円

形の 土i広が、 ほぼ溝の幅に合わ

せて掘ら れており 、 そ の南壁沿

い には杭が並列に打ち込まれて

い る。 造物は 、 土師器杯 ・ 甕、

須恵器杯 · 甕 ・ 壺、 赤 焼土器杯 、

円面硯、 平瓦、 木製品では折敷、

杭が出土 している。

S002 
C 

t- 4.000m 

C' D 
→ ← 4.000m 

麟
0 50cm 

I I I I I I 

S003 
D' 
-i 

S002 土層観察表

笠：I:: 亡占土質土を�:"含む

S003 土層観察表
層位 土 色 土 性 備 考

l 褐 色 帖土質シルト
2 ,, Q 砂質土を含む
3 暗 褐 色 ク 植物遺体を多量に含む
4 褐 灰 色 砂質 シ ル ト 地山崩壊土を小プロッ ク状に含む

第 8 図 SD02•03セクション図
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,_ 4 . 100m 

b
' 

土絋状落ち込み部分 土層観察表

②
 

.... 3.900m 

層位 土 色 土 性 偉
明 褐 色 砂質シ ル ト 植物遺体 を 多:fiJ:に含む
灰 褐 色 ,, 植物遺体を含む
灰 黄 色 砂 植物遺体 を若干含む
褐 灰 色 枯土質 シ ル ト
灰 黄 色 砂質シルト 褐灰色土を含む
灰 褐 色 帖土質 シ ル ト. 々 地山崩壊土をプロッ ク状に含む
暗灰褐色 � ,, 

打ち込み杭部分 土層観察表

言□二
考

SDOl 

N 07 -

N06 一

EOl 

第 9 図 SD03北端部実測図 こm

SD04溝跡 調査区のほぼ中央部 を東西方向に延びる溝跡 で あ る 。 重複関係 か ら S D03溝跡； 、

S K  06 · 07土砿よ り 古 く 、 S D 07溝跡よ り 新 し い。 確認で き る 長 さ は約12mで、 上幅80-90cm、

下幅40-50cm、 深 さ は約50cm を計る 。 底面は丸味 を おび、 壁はやや開 き気味に立ち上がる 。 本

溝跡は 、 西側でゆ る や か に弯曲 し た後、 S D03溝跡に切 ら れ て い る た め、 そ の延びは不明であ

る 。 し か し 、 弯曲の状況から み て S D03溝跡の位置と重複 し て い た可能性 も 指摘 で き る 。 埋土

は 3 層 に細分 さ れ る が、 すべての層 に黄褐色 シ ル ト の地山プロ ッ ク が多量に混入 し て い る こ と

か ら 、 人為的に埋め戻 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕 が出土 し て い る 。

SD05溝跡 調査区南半部 を東西方向に弯曲 し な が ら 延 び る 溝跡 で あ る 。 重複関係 か ら S E

01井戸跡よ り 古 く 、 S E 03井戸跡よ り 新 し い。 確認で き る 長 さ は約 9 m で、 上幅75 -120cm、

下幅40-70cm、 深 さ は約10cm を 計 る 。 底面はやや丸味 を おび、 壁 は ゆ る やかに立 ち上がる 。 ま
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た、 本溝跡の西端は 、 S E 03井戸跡の西

側とほぼ同 位置で重複している。 遺物は

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 瓦質土器のほ

か、 板碑の破片を転用 した砥石が出土し

ている。

t- 4. 200m 

SD04 

S D 06溝跡 調査区のほぼ中央部をN

-10· —Eの南北方向に延びる溝跡である。 SD04 土層観察表

E' 
-I 

SD05 
F F' 
I- 4 . 100m 

瓢
゜ 1 m 

重複関係からS K 03 · 06土琺より古く 、

S D  07 · 09溝跡、 S K 08 · 09土砿より新

しい。 確認できる長さは約22mで、 上幅

45-70cm、 下幅20-35cm 、 深さは約20cm

を計る 。 断面形は舟底形を呈する 。 埋土

は 2 層に大別 さ れ、 上層は灰白色火山灰

をプロ ッ ク 状に含む灰褐色 シ ル ト 層 、 下

層は褐灰色粘土質シルト層である。 遺物は 、 土師器 に は ロ ク ロ未使用の杯 ・ 甕 、 ロ ク ロ使用の

杯 ・ 甕があり、 須恵器には杯 ・ 甕 がある。 このほか平瓦が出土 し て い る。

S D 07溝跡 調査区中央部を南北方向に延びる溝跡であり、 中央でわずかに蛇行する。 重複

層位 土 色 土 性 f漏
l 黄 褐 色 枯土質 シ ル ト 褐色土を含む
2 黄灰褐色 砂質 シ ル ト ，， 

3 々 ,' 灰褐色土を含む
4 貨 褐 色

考

S005 土層観察表

悶髯己！：二,:::::む

第10図 S004·05セクション図

関係からS D 01 · 04 · 06溝跡、 S K 02 · 08 · 09土城、 S E 02 · 03井戸跡より古 く 、 S D 08 · 09 

溝跡より新 し い。 確認できる長 さ は約22mで、 上幅80-130cm、 下幅40-60cm 、 深 さ は約30cm

を計る。 断面形は舟底形を呈 し、 西壁は東壁に比べ立 ち 上がりが急である。 埋土は 2 層に大別

さ れ、 上層は灰白色火山灰を粒状に若干含む褐灰色 シ ル ト 層、 下層は灰黄褐色砂質 シ ル ト 層で

ある。 遺物は 、 土師器にはロ ク ロ 未使用の甕 • 甑、 ロ ク ロ 使用の杯 ・ 甕 があり、 須恵器には杯 ・

高台付杯 ・ 甕 ・ 壺がある。 このほか丸瓦が出土して い る。

S 0 08溝跡 調査区中央部を南北方向に延びる溝跡で、 南側でわずかに蛇行する。 重複関係

からS D 07溝跡、 S E 02 · 03井戸跡、 S K 05 · 07土f広よ り古 く 、 S D 10溝跡より新 し い。 確認

できる長 さ は約22mで、 上幅 75-140cm、 下幅50-90cm 、 深 さ は約15cmを計る。 底 面 は ほぽ平

坦であり、 壁は丸味を も っ て 立 ち上がる 。 埋土は 2 層に大別 さ れ、 上層は暗褐色 シ ルト層、 下

層は灰白色火山灰を粒状に若干含む灰黄褐色砂質 シ ル ト 層 である。 追物は 、 土師器の小破片と

丸瓦が出土 し て いる。

S 0 09溝跡 調査区西側を南北方向にゆ るやかに蛇行 し ながら延びる溝跡で、 南側でS D 07 

溝跡と 重複する。 S D 01-03 · 06 · 07溝跡、 S K 06土砿よ り古く 、 S D 10溝跡 よ り新 し い 。 確

認できる長さは約22mで、 上幅45-55cm、 下幅25-30cm、 深 さ は約20cmを計る。 断面形は逆台
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形 に 近 く 、 壁の立 ち上が りは比較的急である。 埋土は 2層 に 大別 さ れ 、 上層は褐灰色 シ ル ト 層 、

下層は黄橙色砂質 シ ル ト 層である。 遺物は 、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯が 出土し ている。

S D  10溝踪 調査区 西半部を南北方向に 斜行する溝跡 である。 北側と南側では連続し な い が 、

位 置や方向 、 埋土等の状況か ら 同一の溝跡 とし て と ら え た 。 S D 03· 08溝跡 、 S E 04 · 0 5井戸

跡 と重複関係 に あ り 、 こ れ ら よ り 古い 。 確認できる長 さは約 9 m で、 上幅40-50cm、 下幅20-

30cm、 深 さは約10cmを計る。 断面形は舟底形を呈し 、 壁は ゆるやかに 立 ち上がる。 埋土は黄橙

色砂質 シ ル ト層から なる。 遺物は出土し てい ない 。

SD06 
f- 4.200m 

，
 GT

 

SD07 
I- 4 . 100m 

H' 
→ f- 4 、 100m

SOOS 
I ' 

-; 

゜ 1 m 

SD06--10 土層観察表
層位I 土 色 1 土 性 I 償 考

: r :1:, こにこここ；：二
；

戸
色

I
シ ク ト

はいに悶
む

3 灰貿褐色 砂質シ ル ト
4 I ,:;: い屈賣1111!1 ,, 

J S009 J' 

� 量
K $010 K' 

1- 4.100m -f 

誓

褐灰色土 を含む

1 I暗 褐 色I シ ル トI灰黄褐色砂質土 を含む

層位 土 色 土 性 偏 考

: |灰叶質：
ル ト

に：悶孟iば悶：干含む

: ]�:: :1: ぃ：I王聾［は
I I黄 橙 色I砂質シ ル トI渇灰色土を斑状に含む

第11図 SD06-10セクション図

(4) 井戸跡

S E Ol 井戸跡 調査区のほぼ中央部 、 東壁近 く に位置する。 S D 0 5溝跡 と重複関係に あ り 、

こ れよ り 新し い 。 平面形は 略 円形を呈し、 断面形は底面か ら ほ ぼ垂直に 立 ち 上 が り 、 中央付近

よ り 外傾するものである。 規模は直径2. 1 5m 、 底径 0.5m 、 深 さは 0. 9m を計る。 埋土の状況

についてみると 、 下層は一部 グ ラ イ 化した黒褐色 シ ル ト 質粘土層が 堆積し てお り 、 中 頃 にはし

ま りの弱い 黒褐色粘土質 シ ル ト 層 が 、 南側 よ り 流 れ込んだ状況を示し ている。 上層には暗褐色

シ ル ト 層等が レ ン ズ状に堆積している。 遺物は 、 土師器片 、 須恵器杯、 漆器が 出土している。

S E 02井戸跡 調査区の 中 央 よ り やや北側に位盟する。 S D 07 · 08溝跡 と重複関 係 に あ り 、

こ れ らよ り 新し い 。 平面形はほぼ円形を呈する。 底面は 丸底状で、 壁は ほぼ垂直 に 立 ち 上 が り 、

上方では内弯気味に 開 く 。 規模は直径 1. 5m 、 深 さ l m を計る。 埋土の状況 につい てみると、

上層は植物 遺 体 を多黛に 含み、 下層 に 比べ さ ほ ど粘性に富まず、 しま り も 弱いのが 特徴である。
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堆積の仕方か ら 自然の埋没と 考 え ら れる。 なお、 底面付近で流木が認め ら れた。 これは底面の

形態 に 合 わ せ て加工を施して い る こ と や 、 両端が碁盤層中に入り込んでいるこ と か ら 、 井戸埋

没時に流入 し た も の ではなく 、 旧河川に伴うも の と み ら れ る。 遺物は 、 土師器杯、 須恵器杯 ・

甕が出土している。

SEOl SE02 

5
 ゚

E

r

 

d
 

E03 

I 
e' 
1 

← 4. 100m 
d' 

-i 

SE01 土層観察表

- NOS 

I- 4. 100m 
e

T
 

ヽ

1 m 

層位 土 色 土 性 偉 考
SE02 土層観察表I 褐 色 シ ル ト カ ー ポン を含む

暗 灰 色 ,, 地山崩壊土 ・ マ ンガン粒を含む 層 位 土 色 土 性 位
暗 褐 色 . カーポンを含む 1 褐 灰 色 シ ル ト
黒 褐 色 枯士質シルト 植物遺体を多蛋に含む 2 暗 褐 色 帖土質 シ ル ト 植物遺体を含む. ，' .. 3 褐 灰 色 • 

6 々 ,, 々 4 暗 褐 色 ． 植物遺体を含む
帝 灰 色 " グ ラ イ 化 5 灰 色 令

8 a 黒 褐 色 シ ル ト 質帖土 植物遠体を多屈に含む 6 緑 灰 色 砂質シ ル ト
8 b 背 灰 色 • グ ラ イ 化 7 贔 色 帖土質 シ ル ト

第12図 SE01 ・02実測図

S E 03井戸跡 調査区のほぼ中央に位置する。 重複関係 か ら S D 05溝跡より古く 、 S D 07 · 

08溝跡より新しい。 平面形は略円形を呈し 、 断面形は湧水のため完 掘 し ていないが、 おそ ら く

は底面 か ら 円筒形 に立ち上がり、 上方で大きく外傾するも の と 思 わ れ る。 規模は径 3.0 - 3.2 

m 、 深 さ は l m 以上である。 埋土の状況につ い て みる と 、 中頃は粘土質 シ ル ト 層と砂質 シ ル ト

13 



層が互層に堆積しており、 その上方には 、 植物遺体を多址に含むしまりの弱い暗褐色 シ ル ト 層

が認め ら れる 。 この堆積のあり方から自然に埋没したも のと 考 え ら れ る 。 追物は 、 土師器杯 ・

甕、 須恵器杯 ・ 甕、 瓦が出土して いる 。

S E 04井戸跡 調査区の南半部 、 西壁近 く に 位置す る 。 重複関係か ら S D 03溝跡 より古く 、

S D  10溝跡より新 し い 。 平面形は不整楕円形を呈 し 、 断面形は湧水のため完掘は していないが、

S E  03井戸跡と同様の形態をと る も のと推察される 。 規模は長軸 2.8m 、 深さは 0 .8m以上で

ある 。 埋土の状況につ い て み る と、 砂質 シ ル ト 層 と 粘土質シルト 層が互層になっており、 最上

層には灰白色火山灰層が観察された。 堆租のあり方か ら 自然埋没と考え ら れ る 。 遺物は 、 土師

器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 曲物が出土している 。

SE03 胚

- N03 

g
 

SE04 
ー

,’
 

o
_、

E
 

>- 4.100m 

g 

• .  

ー ／
又- �/ 'I

SD03 
-N02 ．．． 

f' g 1 3 4 g I 

-1 1- 4.000m 
／ , • -i 

を

0 l m  
1 ・ 一' ,,,,,, ' — . . I 

0 l m  
·� と一"一,.::,z,:一:'r,:—:J 

SE03 土層観察表 SE04 土層観察表
層位 土 色 土 性 偏 考 層位 土 色 ± 性 綱 考

l 褐 灰 色 シ ル ト I 灰 白 色 シ ル ト 火山灰層

2 a  .. � 2 灰 色 砂質シ ル ト 灰白色火山灰を斑状に含む

2 b 暗 褐 色 ，' 極物遺体 を多量に含む 3 灰 黄 褐 色 • 
3 褐 灰 色 砂質 シ ル ト 4 灰 色 • 
4 • シ ル ト 5 にぶい灰色 々

5 暗 灰 色 枯土質 シ ル ト 植物遺体 を含む 6 暗 灰 色 粘土質シルト 植物遺体を若干含む

6 黒 灰 色 ． 植物遺体をわずかに含む 7 a 褐 灰 色 令

7 暗 灰 色 砂質シ ル ト 7 b  • 砂質シ ル ト

8 黒 色 帖土質 シ ル ト 8 黒 灰 色 � 
， 黒 灰 色 令 ， にぶい籍灰色 帖土質 シ ル ト 黒灰色土を含む

第13因 SE03•04実測図
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S E OS井戸跡 調査区の南半部 、 西壁 ぎわに位置する。 重複関係か ら S D 03溝跡 より古 く 、

S D  10溝跡 より新 し い 。 本井戸跡は 井戸 掘り方、 井戸枠よ り 構 成 さ れ 、 井戸 枠か ら 求め ら れる

方向は N -6° 
ー E である。 井戸掘り方の上部 平面形は 、 西側が調査区 外に か かることや、 S D

03溝跡 に破壊 さ れて いることに より明確に把握 し がたい が、 お よ そ 東西方向の楕 円 形 を呈して

いたものと考 え ら れる。 断面形は 逆台形で、 その深 さは l m を計る。 井戸 枠は 円 形の底面より

約30cmの高 さ に 、 棒状の丸木材を正方形に組んだものである。 また、 この井戸 枠に関連するも

のと して 、 井戸 枠周辺に巡ら した杭も 検出している。 いずれの杭も横個 しの状態であ り 、 打 ち

込ん だままの原位渡を保って い な い 。 掘り
①～⑦は井戸枠材
④～⑤は 杭

- N02 

③
 

④
 "
 

方内の埋土を断面で観察すると 、 南側では

灰褐色 シ ル ト層 と浅黄色 シ ル ト層 が交互に

積まれて いるのに 対 し 、 北側では 上位が打

ち込み杭ととも に 崩 落 して いる状況が観察

さ れる。 また、 井戸枠内の埋土は 、 井戸枠

の上下で異な った堆積の仕方を して いる。

下方の層は グ ラ イ 化 した砂質及び粘土質 シ

ル ト層 で、 レ ン ズ状の 自然堆積である。 ー

方、 上方の層は 地山プロ ッ ク を多屈 に含む

、9

SE05 土層観察表

SD03 

f- 4.200m 

’
 hT

 

。 l m  

恩位 土 色 土 性 備 考
井p枠内堆積土

l 褐 色 シ ル ト 地山粒を含む
2 浅 黄 色 砂質 シ ル ト
3 褐 灰 色 ン ル ト
4 " 砂質 シ ル ト グ ラ イ 化
5 々 帖土質シルト 地山粒を含む
6 • 砂質 シ ル ト 崩落土
7 浅 黄 色 々 々

8 暗褐灰色 枯土只 シ ル ト， 宵 灰 色 砂質シ ル ト グ ラ イ 化
10 灰 褐 色 シ ル ト 地山粒を含む
11 甘 灰 色 砂質シ ル ト
12 * • 地山粒を含む
13 々 帖土質 シ ル ト 地山粒を 多 く 含 む

掘り方埋土
a 黄 色 土 シ ル ト
b 灰 褐 色 ，， 
C 浅 黄 色 帖土質 シ ル ト
d 灰 褐 色 ,., 
e 暗灰褐色 砂質 シ ル ト グ ラ イ 化
f 内 灰 色 シ ル ト • 
g 灰 黒 色 シル ト只粘土 崩落土
h 暗褐灰色 帖土質 シ ル ト
i 音 灰 色 ． 

第14図 SE05実測図
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砂質シルト層であり、 その堆積のあり方から、 一手に埋め戻された可能性がある。 次に井戸枠

内 の 遺物出土状況につ い て み る と、 上方の層からは 、 ほと ん ど遺物が出土しな か っ た の に 対 し

て、 下方の陪 からは木製品を主体と した迫物の 出 土が顕著であった。 遺物は 、 土師器杯 、 丸瓦、

木製品では曲物、 盤、 箸状製品 、 串 状製品 、 斎串 、 板状製品 、 井戸枠材、 杭が出土して い る。

こ の うち、 正方形に組み合うもの以外の井戸枠材と杭は、 散乱した状況で検出 し て い る。 前者

の⑤～⑦ （第31図 4 、 第32図 1 · 7 ) については 、 上部の井戸枠が崩落した も の と みられ、 枠

組みが 2 段以上存在した こ と を示して い る。 また、 0 · ④ （第33図 4 、 第32図 4 ) の杭につい

ては 、 井戸枠の組み合わせ部に打ち込んであっ た補強材と も 考 えられる。 本井戸跡は 、 埋土の

あり方、 遺物の出土状況から、 廃絶後に井戸枠が壊され、 北側より埋め戻しが行われたと考 え

て おきたい 。

(5) 土拡

S K  01土拡 調査区北西部、 S D, 02溝跡の北端に位置する。 S D 02 · 03溝跡と 重複関係にあ

り、 こ れらより新しい。 平面形は不整楕円形を呈する。 底面は平坦に近 く 、 壁は 丸味をも っ て

ゆ るやかに立ち上がる。 規模は長軸95cm、 短軸60cm、 深 さ約20cmを計る。 遺物の出土は少呈で

土師器甕、 須恵器杯がある。

SKOl SK02 SK03 

. 、
I I- → 1 

i 1- 4.000m -I I 

曇
゜ l m  

J

m

 

、

0

.
J
O

 
ー4

 

」
・
J

. ,  一I J h t- 4.lOOm → h' 

SK01-03 土層観察表
層位 土 色 土 性 備 考 層位 土 色 土 性 偏

SKOl SK03 

褐 灰 色 シ ル ト 明貨褐色土と灰色砂質土 を 含 む 1 灰黄褐色 砂質 シ ル ト 黄褐色土 を多黛に含む
SK02 2 褐 灰 色 ，' 灰白色火山灰を斑状に含む

褐 灰 色 シ ル ト 明黄褐色土 をプロ ッ ク状に含む 3 灰 色 ． 
2 々 . 明黄褐色土と灰色砂質土 を含む 4 浅 黄 色 帖土質シルト 黄褐色と黒色桔土賃土をプo-, ?状に多く含じ
3 灰 色 � 5 黒 色 " 
4 � .. 明貿褐色砂質土をプロッ ク状に含む 6 ，' .. 
5 暗 灰 色 帖土質 シ ル ト 籍灰色帖土質土を斑状に含む

第15図 SK01 --03実測図
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S K 02土坑 調査区 北側の中央付近に位置する。 S D 07溝跡 と重複関係にあり、 こ れ よ り 新

し い 。 平面形は 検出面では不整楕円 形を呈する。 底面は ほぼ平坦で、 壁は 円 筒状 に 立 ち 上がる

が 、 北壁側では 中頃に段を有し 、 その上方は な だ らかに開 く 。 規模は長軸 100cm、 短軸6 5cm、

深 さ約80cmを計る。 埋土は 2 層 に 大別 さ れ 、 上層は 明黄褐色 シ ル ト 等をプロ ッ ク 状に多量に 含

む こ とか ら 、 人為的に埋め 戻 さ れた可能性が 強い 。 遺物は 出土し てい な い 。

S K 03土拡 調査区中央部 やや北寄り に位四する。 S D 0 6 · 07溝跡 と重複関 係 に あり、 こ れ

ら よ り 新し い 。 平面形は ほぼ円 形 、 断面形は 円 筒形を呈する。 規模は 径80cm、 深 さ 70cmを計る。

埋土は 3 附 に大別 さ れる。 下層は黒色と浅黄色の粘土質 シ ル ト層 が 互層 に なる 自 然堆積土であ

る。 一方、 上層は黄褐色 シ ル ト 等をプロ ッ ク状に多凪 に 含 む こ とか ら 、 人為的に埋め 戻 さ れ た

と考え ら れる。 出土遺物は少砿で、 土師器片、 赤焼土器杯が ある。

S K 04土拡 調査区 北 東部 に位 臨する。

平面形は不整楕円 形を呈する。 底面は平坦

に 近 く 、 壁は 丸味をも っ て ゆるやかに 立 ち

上がる。 規模は 長軸8 5cm、 短軸6 5cm 、 深 さ

約20cmを計る。 埋土は 2層 に分け ら れ 、 い

ずれも 黄褐色 シ ル ト と褐灰色粘土質 シ ル ト

が 混じ り合 う こ とか ら 、 人為的に埋め 戻 さ

れたと考 え ら れる。 遺物は 出土してい ない 。

S K 05土絋 調査区 南 東部 に位置する。

S D  08溝跡 と重複関係に あり 、 こ れ よ り 新

し い 。 平面形は ほぼ楕円 形を呈する。 底面

はやや平坦であり、 壁は 丸味をも っ て立 ち

上がる。 規模は長軸90cm、 短軸6 5cm、 深 さ

約2 5cmを計る。 遺物の出土は 少量で、 土師

器杯、 赤焼土器杯が ある。

SK04 SK05 
ー

m

T

 

t
' 

t 1- 4. lOOm -1 t' 

� 

上
m

m 1- 4.  lOOm → m' 

゜ l m  瓢
SK04·05 土層観察表

層位I 土 色 I 土 性 I 闊
SK04 

1 I褐 灰 :1帖土質 シ ル ト1褐色土と地山崩壊土を含む
2 黄 灰 褐 砂質 シ ル ト 地山崩壊土を多:1it［こ含む

SK05 

1 I褐 灰
褐
:1シ ル ト 1灰白色火山灰を斑状に若干含む

2 にぶい朋黄 砂質 シ ル ト 褐灰色土 を プロ ッ ク状 に 含 む

第16図 SK04·05実測図

S K 06土拡 調査区のほぼ中央に位 四する大形の土砿である。 S D 04 · 07 · 08溝跡と重複関

係 に あり、 こ れ ら よ り 新しい 。 平面形は不整楕円 形を呈する。 断面形は 逆台形を呈すると思わ

れるが 、 湧水が 激し い ため 底面の状態は明確には把握できなかった 。 規模は 長軸 4. 8m 、 短軸

3. 5m 、 深 さ 0.7m 以上である。 埋土は 5 層 に細分 さ れるが 、 大部 分を地山ブロ ッ ク を多品 に

含む灰褐色 シ ル ト層 が 占める。 この ことか ら 、 本土砿は 人為的 に埋め 戻 さ れた可能性が強い 。

遺物は 、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・ 甕、 中世陶器が あり、 木製品では 折敷と下駄が 出土し てい

る。
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S K  07土拡 S K  

06土肱の東側に位置

する大形の土砿であ SK07 
I 

る。 S D 04 · 07 · 08 

溝跡と 重複関係にあ

り、 これらより新 し

ぃ。 平面形は東西方

向に長い不整楕円形

を呈する。 底面はほ

ぼ平坦で、 壁は丸味

をも っ て 立 ち上がり、

比較的急な傾斜をも

つ。 規模は長軸 5 . 5

m、 短軸2. 75m 、 深

さ 約 0.7m を計る。

埋土は11層に細分さ

2a 

゜ 2 m  

SK06 土層観察表
層位 土 色 土 性 傭 考

l 焦 褐 色 シ ル ト 楢物遺体 ・ カ ーポン粒を含む
2 a  灰 褐 色 砂質 シ ル ト 黄褐色の地山プロック を多盈に含む
2 b � . グラ イ 化

3 褐 色 帖土質シ ル ト
4 ，， 砂質シ ル ト グ ラ イ 化
5 脅 灰 色 シ ル ト質砂 ，' 

SKO? 土層観察表
層位 土 色 土 性 偏 考

I 褐 灰 色 砂質シ ル ト
2 黒 色 シ ル ト 木炭層
3 褐 灰 色 砂質シ ル ト 木炭を含む

4 a 昭� 灰 色 粘土質 シ ル ト
4 b ,, 砂質 シ ル ト
5 贔 褐 色 帖土質シ ル ト

6 a 暗 灰 色 々 植物遠体 を 含 む
6 b ，， 砂質 シ ル ト
6 C • 枯土質 シ ル ト 植物遺体 を含む
7 a 灰 黄 色 • ,, 
7 b 灰 色 砂質シ ル ト

8 黒 色 帖土質 シ ル ト， ，， • 
10 ,, ，， 
11 にぶヽ用貨偽色 砂質 シ ル ト

I E03 

2
 

第17図 SK06·07実測図
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れ る 。 上層には 木炭を多歴に 含む薄い層 が 観察 で き 、 中頃には植物遺 体を含む暗灰色粘土質 シ

ル ト 層 が 堆積して い る 。 下層は 黒色粘土質 シ ル ト 層か ら な る 。 遺物は 、 土師器では ロ ク ロ未使

用の杯 ・ 甕、 ロ ク ロ使用の杯 ・ 甕 、 須恵器では 杯・ 甕が あ る 。 このほか、 赤焼土器杯、 円面硯

木製品 では 自在鉤 、 杭が 出土 し て い る 。

S K OS土拡 調査区南西部に位 置す

る 。 重複関係からS D 06溝跡よ り古く

S D  07溝跡 より 新 し い。 平面形は 不整

方形、 断面形は 逆台形状を呈す る 。 規

模は 長軸85cm、 短軸60cm、 深 さ 約20cm

を計 る 。 遺物は 、 土師器では ロ ク ロ未

使 用の杯、 須恵器は杯が 出土 して い る 。

S K 09土絋 調査区 南西部南壁寄 り

に位 臨 す る 。 重複関係は S K 08土砿と

同様で あ る 。 平面形は 不整方形を呈す

る 。 底面は 平坦に近いが 若干の凹凸が

み ら れ る 。 規模は 長軸 100cm、 短軸95

cm、 深 さ 約10cmを計 る 。 遺物は 出土し

て い な い。

3 .  出 土 遺 物

SKOS SK09 

P t- 4. lOOm 
� 

� S � 4 .000m 丑’

三 m 冒冒言言譴

� P' 

SK08·09 土層観察表
層位I 土 色 I 土 性 I 備

SK08 

I褐 灰 色1 シ ル ト1灰白色火山灰を斑状に若干含む
にぶい灰色 q � 

く09
I灰 色Iシ ル ト1灰臼色火山灰と灰賃褐色土を斑状に若干含む

第18図 SK08·09実測図

今回の調査で出土し た遺物は 、 土師器、 須恵器、 赤焼土器、 灰釉陶器、 中世陶器、 瓦質土器、

硯 、 瓦 、 木製品 、 石製品 、 金属製品 等であ る 。 この中 では 、 土師器と須恵器の出土紐が大半を

占 め る が 、 両者と も器形が わか る ものは ご く わずか で あ る 。 他の遺物の出土凪は さ らに 少 な く

例外的に 木製品に お い て 、 見 る べき ものが 比較的多 く 出土し て い る 。

( 1 ) 土師器

土師器には 、 杯、 高台付杯、 甕、 甑の器種が あ る 。 全体の器形が わかる ものが 少 な いため 、

こ こ では 、 製作技法や特徴に よっ て分類す る こ とは 行 わず、 図示できた ものについ て 、 個 々 に

記述す る こ と に す る 。

〈杯〉

製作の際に 、 ロ ク ロ を使用 し な い ものと、 使 用したものが あ る 。 出土量は圧倒的に 後者が 上

ま わ る 。 後者は すぺ て 内面に ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理を施 して い る ものであ る 。 底部は 回転糸切

り に よっ て切 り 離し、 再調整をもた な い ものが 多い 。 杯で図示できた ものは 4 点であ る 。
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第1 9図 1 S D  01溝跡よ り出土したロ ク ロ 未使用の杯である。 半 円球を呈するもので、 丸底

の底部から、 内弯しながら立 ち 上がる体部にかけて、 境をもたずに移行する。 口縁部を欠 く た

め、 全体の器形は不明である。 器厚が 6 - 8 mmと比較的厚手であり、 胎土に砂粒を多 く 含 むた

め、 特に底部付近では 、 器面が粗い感 じ を受 け る。 器面調整は体部の内外面にヘ ラ ミ ガキ 、 底

部外面にヘ ラ ケ ズ リ が施さ れている。 また、 内外面 と も に朱を塗った痕跡が認められる。

第1 9図 2 S D  06溝跡よ り出土したロ ク ロ 未使用の杯であ る。 丸底を呈 し 、 体部は内弯して

立 ち 上 が る 。 口縁部で短 く 外 反 し 、 内面にかるい稜を有するも のである。 器面調整は磨滅の

ため明瞭ではないが、 外面には口縁部でヨ コ ナ デ、 体部でヘ ラ ミ ガキ 、 底部でヘ ラ ケ ズ リ が施

さ れている。 内面には口縁部でヨ コ ナ デ、 体部から底部にかけてはヘ ラ ナ デが施 さ れている。

また、 外面に朱を塗った痕跡がわずかに認め ら れる。

第20図 2 S D  06溝跡よ り出土したロ ク ロ使用の杯である。 底部は回転糸切りによって切り

離した後、 再調整をもたない。 f本部は内弯気味に立ち上がり、 口縁部で外反するものである。

第20図 1 S K  07土坑より出土したロ ク ロ 使用の杯である。 口径に対する底径の比が小 さ い

もので、 体部は 内弯気味に立 ち上がり、 口縁部でわずかに外反する。 底部の切り離し技法等は 、

磨滅のため不明である。

〈高台付杯〉

全て破片のため図示できたも のはない。 内面 はヘラ ミ ガキ• 黒色処理を施して い る。

〈甕〉

土師器の出土凪の約6 割を占 め る が、 全て破片のため図示できたも のは少ない。 製作の際に

ロ ク ロ を使用しないものと、 使用したも のがあ り、 両者の出土凪の比は 2 : 1 であ る。

ロ ク ロ 未使用のも のの口縁部資料には 、 外傾気味に立ち上がり、 比較的長い口縁をも つもの

（第19図 6 · 7 ) と 、 外反する短い 口縁を も つも の （第19図 4 · 5 ) が あ る。 いずれも単純

口縁を呈し、 器面調整は内外面に ヨ コ ナ デ が施 さ れている。 イ本部資料には 、 内外面とも ナデ状

のヘラ ミ ガキ が施 さ れているものが多い。 また、 1 点 のみの資料で あ る が 、 短 く 外反する口

縁をも ち 、 体部の内外面にハ ケ メ が施さ れる小形のも のがあ る（第19図8) 。

ロ ク ロ使用のものには 、 体部内面において横方向へのハ ケ メ が施 さ れて いるものがある。

〈甑〉

第19図 9 S D  07溝跡よ り出土したロ ク ロ 未使用の甑であ る。 単孔のもので、 底部の円孔は

径約 2.5cmを計る。 ｛本部は内弯気味に立 ち上がり、 全体的には鉢形を呈する。 口縁は単純口縁

である。 器面調整は 、 外面には口縁部でヨ コ ナ デ、 体部下半でヘ ラ ケ ズ リ が施さ れている。 内

面には口縁部でヨ コ ナ デ、 体部で縦方向へのヘ ラ ナ デが施されている。

〈器種不明〉
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ぬ 種 別 器 形 遺 構 外 面 調 整 内 面 問 整 口 径 底 径 器 高 燐 考
1 土 師 器 杯 S DOI f本部ヘ ラ ミ ガキ 底部ヘ ラ 削 り ヘ ラ ミ ガキ 内外面に朱痕
2 • * S D 06  い＂屯いり 項ヘコラ ナミ デガ奔

紅郎ヘラmi� 口縁ヨコナデ 体～底郎ヘラナデ (11.8) 6.0 外面にわずかに朱痕
3 々 甕 ． 体～底部ヘラ削り ヘ ラ ナ デ 7.0 
4 • ,, S D01 口縁ヨコナデ 類部ヘラナデ ヨ コ ナ デ (15. 9) 
5 � .,. S D07 ョ コ ナデ 々 (16.0) 
6 • � S K  07 口→ht ヘ!t つ9 ナ

ミ デガい及びへ ”” • (15.1) 
7 � ケ S D07 口緑ヨコナデ 頸部一部ヘラナデ 口縁ヨコナデ 顕部ヘラ ミ ガキ (18.0) 
8 • 4 S K  07 口縁 ヨ コ ナ デ 体部Iヽケメ 口縁ヨ コ ナ デ 1本部Iヽケメ (17.0} ， � 甑 S D07 底叩郎

卓
へヨコ""ナ''

デ
り

f事郎へ 9 ナデ 口緑ヨ コ ナ デ f本部ヘ ラ ナ デ (19.6) (4.6) 12.2 
10  . 不 明 ． 鯛屈偲郎へヨ コっ"ナ"

デ
,.,

f事郎ハケメ 螂ヨコナデ 体～庭部へうナデ
11 々 甕 々 頸部ヨコナデ 1本部ヘラ ミ ガキ 頸部ヨコナデ 1本部ヘ ラ ミ ガキ
12 • • S DOG 顕部ヨコナデ ｛本部ヘ ラ ミ ガキ 螂ヨコナデ 体部ヘ ラ ミ ガキ

第19図 出土遺物（土師器）
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第19図10 S D  07溝跡よ り 出土したロ ク ロ未使用のものである。 同一個体のも の と 思われる

口縁部資料と 底部資料があるが、 接合部分が な い ため全体の器形は不明である。 底部は ヘ ラ ケ

ズ リ に よって粗く削り出し、 体部の曲線に比ぺやや突出した感 じ のす る 丸底を呈する。 イ本部は

内弯気味に 立ち上がり 、 口縁部はわずかに外反し、 内面に か る い稜を有する。 全体的には鉢形

状を呈 す る も の と 思われる。 器面調整は 、 外面には口縁部で ヨ コ ナ デ、 体部では縦方向へのハ

ケ メ が施されて い る。 内面には 口縁部で ヨ コ ナデ、 イ本部から底部に か け て は ヘ ラ ナ デが施され

て い る。

(2) 須恵器

須恵器には 、 杯、 高台付杯、 蓋、 甕 、 壺の器種がある。 こ の中では 、 杯 と 甕の出土量が占め

る割合が圧倒的に 高 い 。 両者の比較では杯の出土凪が若干上まわる。

〈杯〉

須恵器の出土黛の約4 割を占める。 全体の器形が復元で き るものがご く わず か なため、 法量

に よ って分類する こ と は で き な い 。 底部の切り離しや再調整の技法には 、 (a)切り離 し 不明で、

回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整を施 し て い る も の。 (b)切り離し不明で、 手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整を施して い

る も の。 (c)回転ヘラ切りの後、 無調整のもの。 (d)回転糸切りの後、 無調整のも のがある。 こ の

う ち 、 (c)と (d)が底部資料の中で占 める割合は 、 それぞれ 4 割と 3 割であり 、 (a)と(b)の資料数は

ほぼ同数である。 出土した杯で図示で き たも のは 3 点である。

第20固 4 S D  02溝跡より出土して い る。 底部は回転 ヘ ラ 切り の後、 無調整のも のである。

体部は内弯気味に外傾 し て 立ち上がる。

第21 図 3 第lb層出土のものである。 底部の切り離し技法は不明であり、 再調整 と し て底部

から体部下端に か けて手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整を施して い る。 体部は内弯気味 に 立 ち 上が る。

〈高台付杯〉

図示で き たものは 2 点である。

第20図 8 S D  07溝跡より出土して い る。 口径に対する 器高の割合が大 き いも のである。 底

部は回転ヘ ラ切りによ る切り離 し の後、 底部周縁から体部下端に かけて回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整が

施されて い る が、 高台貼り付けの際のロ ク ロ ナ デ調整に よ っ て消されて いるため、 その痕跡は

わずかに確認でき る程度である。 体部は内弯気味に外傾して立ち上がり、 口縁部で外反する。

高台は 「ハ」の字状に外側に開 く も のである。

第20図 7 S D  07溝跡より 出土して い る。 底部全面に回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整を施して 、 切り離

し痕跡が残らな い も のである。 高台は端部で外側に大き く張 り 出すもので、 貼 り 付 け後、 丁寧

に ロ ク ロ ナ デ調整して い る 。

〈蓋〉
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ふ 種 別 沿 形 遺 構 外 面 糾 整 内 面 調 整 口 径 底 径 器 窃 備 考
1 土 師 器 杯 SKfll ロクロナデ、底部切離し不明 ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理 (14.2) 4.4 4.2 
2 * ，， S006 ロクロナデ、底部回転糸切 り ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理 (15.1) (7 .0) 4.9 
3 ，' 甕 S &04 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナデ、｛本部ヘラ ナ デ (19.9) 
4 須 恵 器 杯 SD02 ロ ク ロ ナ デ、底部ヘラ切り ロ ク ロ ナデ (14.3) (7 .4) 4.8 
5 み 杯 S 001 ロクロナえ底部手持らヘラ削り ,, 底部外面 にヘラ描き「+J

6 ,,. 占甜杯か sorr, ロ ク ロ ナ デ * (15.2) 
7 々 高台付杯 ，， ロ ク ロナ元底部回転ヘラ削り " (9.8) 
8 • � ． ロクロナデ、体～底部回転へう削り ,, (17 .6) 10. 7 7.6 ， 赤焼土器 杯 SK07 ロ ク ロ ナデ、底部回転糸切 り 々 (12.2) (4.6) 3.8 
10 円面硯 ． ロ ク ロ ナ デ ケ 輝に平行線文と透し有り
11 � SD03 � • 脚部に平行線文有り
12 須 恵 器 甕 S E03 0 ク ロ ナ デ、体部平行叩 き " (23.2) 頸部外面にヘラ描きr+」
13 ，， 々 s om ロ ク ロ ナ デ、体部平行叩 き 類部ヘラナデ、体部同心円文

第20図 出土遺物（土師器、須恵器他）
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図示できたも のは 1 点のみである。

第21 図 4 第Ia層 より出土 し たも ので、 つまみ部と 天井部が残存 し て い る。 擬宝珠形のつま

みを有し 、 天井部には回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整が施されている。

〈甕〉

杯に次いで出土黛が多いが、 すべて破片のため全体の器形がわかるものはない 。 体部外面に

は 、 大部分のもの に平行叩 き痕が認め ら れる。 内面のあて具痕 には無文と同心円文のものがあ

るが、 前者が多い 。 図示できたも の は 2 点のみ である。

第20図13 S D  07溝跡より出土 し た大形の甕の頸部からイ本部にかけ て の破片である。 体部外

面には平行叩き痕 、 内面に は同心円文のあて具痕が明瞭に認められる。

第20図12 S D  07溝跡とS E 03井戸跡より出土 し た口縁部から体部にかけての破片である。

体部から 「く」 の字状に屈 曲 し た後、 外傾 し て 立ち上がり、 口縁部でやや外反するもの である。

口縁端部は下方 に丸く つまみ出されている。 イ本部外面に は平行叩き痕 、 内面には無文のあて具

痕が認められる。 また、 頸部の一 ヶ 所 に大きく

〈壺〉

「+」 の ヘ ラ 描きが施されている。

すべて頸部及び体部の破片で、 図示できたも の は 1 点のみ である。

第21 図 5 第 II 層 より出土した頸部から1本部にかけて の破片である。 残存部から、 体部上半

部が球形を呈 し た長頸壺と思 われる。 頸部と体部の境の外 面 に は 、

て い る。

かるい段状の高まりが巡っ

(3) 赤焼土器

坪（第20図9) と 高台付皿の器種がある。 底部の切り離 し技法はすべ て回転糸切りで、 再調

整をもたないも の である。 高台付皿は削 り出し 高台をも つも のである。

(4) 灰釉陶器

第 II 層 よ り 1 点出土 し て い る（第21図 2 ) 。 椀の口縁部から体部にかけての破片である。 口縁

て1 � 口

�� 
3 ......-=ニ

� 4゜ 10cm 

心＿
1

2

3

4

5

種 別

灰釉陶器

須 恵 器
� 
,, � 

外 面 網 整
ロ ク ロ ナ デ.. 
ロクロナデ、底器手持ちへう削り

• 天井部回転ヘラ削り． 

内 面 調 整
ロ ク ロ ナ デ

� 
� 
� 
� 

口 径

5.4 
(16.0) 

底 径
2. 7 

(7 .6) 

器 高
1 .6 

備 考

橙色の粕がかかる

第21図 堆積土出土遺物
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部付近をおさえて浅い段をつけ 、 口縁端部を外反させ る も の で あ る。 内外面と も釉を刷毛塗り

し た痕跡が認められる。

(5) 中世陶器

S K  06土砿より出土したイ本部の破片が 1 点あ る （第22図 1 ) 。 残存部から播鉢形を呈すると 思

われる も の で、 外面上部には ヨ コ ナ デが施されている。 色調 は外面が暗赤褐色、 内面が褐灰色

を呈する。

(6) 瓦質土器

溝跡より播鉢の破片が 2 点出 土 し ている。 いわゆる燻 し 焼きと呼ばれる 焼成に よる も の で、

焼きはやや軟質 で あ る。 色調 は表面は黒色 、 内部は灰色及びにぶい黄橙色を呈する。

第22図 3 S D  02溝跡より出 土 し た 口縁部から体部にかけての破片 で あ る。 内面に は 5 本で

1 単位の筋目 が縦方向に施されている。 筋目の幅は 1 . 7cmを計る。 口縁端部は 平坦であり、 内

外面両方向にやや肥厚する。

第22図 2 S D  05溝跡より出土した体部の破片である。 内外面と も かな り磨滅が激 し い。 内

面に は 5 本で 1 単位の筋目が縦及び横方向に施されている。 筋 目 の幅 は 2 . 0cmを計る。

□ 

0 lOan 
I ' I ' I" I I ＼ 

! l�:::l:j本：11�:I::�〗：］
、 I磨滅：た：：月 整

I口 径I底 鋼 考

内面に5本一単位の筋目
，' ,, I S 002 " I ,, I (23.8) 

第22図 出土遺物（中世陶器、瓦質土器）
々

(7) 円面硯

S D  03溝跡とS K 07土琺より出土 し ている （第20図10 · 11) 。 いずれも脚部の破片で 、 同一個

体 の も のと思われる。 外面に は 4 - 6 mmの細か な 間隔で、 縦方向への線刻が施されている。 ま

た 、 方形を呈すると思われる透 し の一部が認められる 。

(8) 瓦

平瓦 7 点、 丸瓦11点が出土している。 こ のうち、 遠構出土の も の は約4 割 で、 溝跡からの出
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土が多い。

平瓦は 、 すべて破片のため

製作技法や調整等は詳 し く 観

察できない。 凸面の叩きの原

体は縄叩 き 目 の みである。 出

土資料の中では 、 縄叩き目の

つぶれがあるも のはみられる

が、 ナ デ調整を施している部

分を観察できるもの はない。

凹面は布目痕が残る も のと 、

ナ デ調整を施して消している

も の がある。

丸瓦 （第23図 1 ) は 、 玉縁

付きの有段丸瓦である。 凸面

に は ロ ク ロ ナ デに よる調整痕

がみられ、 調整のおよばない

部分では 、 それ以前の縄叩き

目 が観察できる。 凹 面 に は 布

目痕が残るも のである。
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ぬ一
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種 別
丸 瓦 so�1-s:05 I soo1と SE:出土のものが接合 考

第23図 出土遺物（丸瓦）

(9) 木製品

木製品は 、 溝跡、 井戸跡、 土拡から約40点出土 し た。 こ の 内、 S E 05井戸跡出土の も の が過

半数を占め 、

〈下駄〉

その豊富さが注 目 される。

2 点出土して い る。 第24図 3 は一木から作 り 出 し た連歯下駄と 呼ばれるものである。 台裏及

び側面には ノ ミ 状工具に よる整形痕が観察され、 特に側面は加工の単位が明瞭である。 また、

前緒穴右前方の指圧痕 、 歯底部の磨滅は使用痕 と みられる。 歯の厚さは 4.2- 4 .  7cm、 高さは

3.8cmを計る。 左足用と 考 え られる。 第24図 4 は 、 台部と歯部を別 々 に作って組み合わせた差

歯下駄で、 差歯のホゾが台表面にあらわれる 「露卯下駄」 と呼ばれるも のである。 かなり腐食

している がほぼ完形に近く 、 形態はやや細身の 楕円形を呈する。 横緒穴の穿孔は斜めになされ

ており 、 台裏では方形になっている。 歯はやや下方に開き気味で、 厚さ 2.6cm、 幅11 . 0cm、 高

さ 7 . 0cmを計る。

〈櫛〉
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1 点出 土してい る。 第24図 1 は黒漆を塗布したと思われる ほぼ完形の横櫛である。 棟は山形

の弧を描 き 、 歯の間隔が非常に密である こ と から、 水櫛、 杭櫛にあたる も のと 思 わ れ る。 棟 の

断面は台形を呈し、 棟上幅 0 . 5cm、 下幅 1 . 4cm、 棟高 1.0cmを計る。 歯の総数は44枚で、 長さ

は 4 . 0cmである。

：

 
0 5 cm 
し="',-·,―.,,·-·· 『ーI

＼ 

3
 

4
 

2 

ト ー ン は朱漆

0 5 cm 
ー. . ' ,--i 10cm 

泊一
1
2
3
4

遠 構--
S DOI 
S EOl 
SK06 
SD02 

種 類
横 楕i
漆 臼 、 椀
下駄（連憶）

,' （差歯）

木取り
不 明
不 明
芯 持 材
柾 目

備考（長さ、幅、高 さ 、 焦痕の有無、付芍物の有無など）
高さ5.0cm、 幅7.0cm、 屈 さ l.4an
底径6.6cm、 内面朱漆、 外面黒漆
長さ21 .4cm、幅9.7cm、 高 さ 6 .2cm、 台の厚さ2.4cm、歯の厚さ4.2-4.7cm、歯の幅9.6cm
長さ20.7cm、幅8.5cm、 高 さ 8 . 1cm、台のばさ2.6an,歯の厚さ1 .3cm、 他の幅1 1.0cm

第24図 出土遺物（木製品）
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〈曲物〉

曲物には 、 円形と方形の 2 種類が認められた 。 方形のものはいわゆ る 「折敷」 の底板である。

蓋板

1 点出土して いる（第29図5)。 全体に腐食が激しく詳細な観察は で き ない。 円板内周縁は約1

cm幅で一段低 く 掻き 取られ て い る。 その掻き取りの内側端部には 、 斜めの貫通孔が一 ヶ所認め

られる。

側板

2 点出土 し て い るが、 いずれも断片である。 第29図 6 は綴 じ合わせの部分で、 樺皮 に よ っ て

1 列 6 段まで綴 じ られている。 綴 じ 目の内側には 、 罫引に よる切り込み線が幅 0.3- 1. 0cmの

間隔で入れられている。 また 、 一方には穿孔が 2 ヶ 所あり、 後述する猶と組み合わされていた

可能性がある。

箱

箱 と 思われるものが2 点出土している 。 第28図

1 は釘孔穴が 4 ヶ 所あるが、 いずれも間隔は不揃

いで、 斜め上方より穿たれている。 内面には黒漆

と思われるものが塗布されているこ とから側板の
一部の可能性もある。 重ねの部分には切り込み線

が短 く 入れられる。 第28図 2 は釘孔穴が 4 ヶ所あ

り、 その内一 ヶ所には木釘が遺存 し て い た。 いず

れも斜め上方から穿たれている。 板の重ねは 、 一

部重ね板が残 っ て いる こ とから二重である こ とが

わかる。 綴 じ 目は 、 約4mm幅の樺皮を用いており

その周辺には焦痕がみられる。

底板

3 点出土 し て い る。 第26図 1 は円形曲物の底板

で、 木釘を向い合 う 4 ヶ 所に打っ て側板を固定 し

た も のである。 また 、 側周を斜め に削り、 円形に

整形 し た痕跡が残っ ている。 第26図 2 と 第27図 1

は 方形曲物（折敷） の底板で、 いずれも隅切型で

ある。 前者は側板を樺皮で 4 ヶ所綴じたも のであ

こ

二 ゜ 10cm 

71�K; I ea 在�,:取り目1長さ37.Ocm、幅6.San、:::�!:;1*-� こ�:��::;に
自物の有無など）

第25図 出土遺物（木製品）
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〈漆器〉

椀 が 2 点出土 し て い る 。 第24図 2 は 口縁部 を 欠損 し た も の で、 内面に朱漆 、 外面に黒漆を塗

っ て い る 。 外面 に は さ ら に朱漆 に よ っ て文様が描かれ て い る が、 図柄は不明であ る 。 他の 1 点

は図示で き な い が、 S D 05溝跡よ り 内面朱漆、 外面黒漆 の も の が出土 し て い る 。

゜ 15cm 

"---c=二一土二ニ―
ー

r 11�: I ffr� 槃gtt日

取 り

:I�i:�.:: ぷ盆�::���;��--ここ::ti��::ご：

有無な ど）

第27図 出土遺物（木製品）
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〈箸状木製品〉

2 点出土しているが、 両者とも細長い枝状の材を用いてい る こ とや、 面取りの仕方から、 同

一個体の可能性があ る （第29図 1 · 2 ) 。 両者の断面形について みると、 2 の下半部は偏平であ

り 、 一方、 1 は 丸味をおびている。 こ の違いは 2 が先端 に近い部分で あ る こ と を示している。

〈串状木製品〉

1 点出土している（第29図 3) 。 柾目板を縦に分割したものを素材とし、 先端を鋭利に加工し

ている。 加工面は 4 面で構成され、 断面形は方形を呈する。

〈斎串〉

ほぼ完形のものが 1 点出土している（第29図 4 ) 。 上端部は圭頭形を呈し、 両側辺の対称する

位置には 8 ヶ 所にV 字形の切 り 欠 き を施している。 先端は両側辺から削って尖らせている。

〈自在鉤〉

完形品が 1 点出土している（第25図 1) 。 全体を手斧状のエ具で加工しており 、 その痕跡とし

<c. -、'-'ー ー= ---.-I....: 
ト ー ンは黒漆

--�· ― に
< ._ ; こぷ ＝戸芦攣年戸ご戸―こ： 二 |

ーヂ元. -...; 六こ・一
_..;..j匹益•,.""...�-'-�ii,';.� 

2
 

ト ー ン は熊痕

這至さ邁苫豆奎•百�翌箋声三三 _ ―  芋ミ戸ニ/l?"
m J 10cm 

1_ .. ー. . ·='''" -="'-」

t 1�: り： ？閂；
り

目I:: ::: こ =�\;考
:�らぞ；ぇ印

の有無、付舒物の有無な ど）

第28図 SE05出土遺物（木製品）
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No. 遺 構 種 類 木取り 鑽
考

（長さ 、幅、 高 さ 、 焦痕の有無、付着物の有無など）
1 S E05 箸 状 製 品 長 さ 7.9cm 幅 0.9cm
2 • ，， ••一 長 さ 14.9an 幅 0.8an
3 ． 串 状 製 品 柾 目 長 さ15.7an 幅 1.0an
4 串 長さ29.7an 幅 2.7cm 厚さ 0. 1血. ,, 
5 " 曲 物 蓋 板 ,, 直径19.2an 厚 さ 1.0cm 裏面腐蝕が老 し い
6 ． 曲 物 鳴 板 ，， 厚 さ 0.3an 内面駄漆 刻み目

第29図 SE05出土遺物（木製品）
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ふ 遺 構 種 類 木取り 備考（長さ 、輻、 高 さ 、煉痕の有無、付堵物の有無 など）
1 S EOS 曲 物 憫 板 柾 目 全体に腐住
2 . 々 • 々
3 . 板状木製品 板 目 長 さ 18.8cm 厚さ1.7cm 一 溢に刃物の切断痕跡 あ り
4 . � • � 55.  9cm � l.8an 両端を切断
5 . ,, ，， � 59.1cm • l.4an 両瑞に黒漆
6 ． 々 ,, 々 59.4cm ,, 0.9cm 6 ヶ所の内5 ヶ所木釘残存

第30図 SE05出土遺物（木製品）
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〈板状木製品〉

製品の一部と 思 われ る が、 用途、 機能が明 確 に できないものであ る （第30図 3 - 6 ) 。 4 点

出土しており、 いずれも 木理の方向に割り裂いて板状 にしてい る 。 3 と 4 は 形態及び端部の切

断方法が同様であ る こ と か ら 、 同一部材の可能性が強い。 両者と も カ ン ナ状のエ具で削った跡

がみ ら れ る 。 また、 4 の右端切断面 に は 四角柱の小さな突起が残してあり、 他の部材と組み合

う と こ ろ と 思 われ る 。 5 の片面の両端には 、 各— ヶ 所に釘穴痕 と 切り込み線がある 。 こ れ は 方

形状の製品の組み合わせ部分にあた る と 思われ、 この面は 裏面 と 考 え ら れ る 。 一 方、 その表面

の両端には樹皮を貼り付け 、 その部分 には黒漆が塗布されてい る 。 6 は有孔の板状製品で、 6

ヶ 所に木釘穴があり 、 その間隔は不揃 い である 。 木釘は 5 本残存しており 、 いずれも角柱状の

形態である 。

〈井戸枠材〉

井戸枠材①～④ （第31図 1 - 3 、 第32図 2 ) は 、 すべてS E 05井戸跡のも のである 。 幅 5 -

6 cmの丸木を利用し、 両先端を凸型及び凹型に加工したものを組み合わせてい る 。 ー辺の長さ

は 、 凸型 （北、 南辺） で 126cm、 凹型 （東、 西辺） で 134cmを計る 。 すべての枠材は樹皮を剥

がした後、 ほぼ全面を削っており、 部分的に単位がわか る も のも あ る 。

〈杭〉

は じ め にS E 05井戸跡出土の 5 本の杭 に ついて個々 に記述する 。

杭①-@は 、 概ね 、 長さ30-40cm、 幅 4 - 5 cmの丸木材を素材と してい る 。 © (第33図 1 )

は弯曲した胴部を持ち 、 樹皮を残していない。 杭の頭部は腐食しており、 加工痕及び加撃痕は

観察できない。 胴部と末端部際に は枝を削った加工面があり、 その部分に焦痕が残 っ て い る 。

これは枝の基部を焦がした後に削ったも のと 考 え ら れ る が、 末端部際の節部 に つ い ては 、 あ る

いは手折りの手法も 考 え ら れ る 。 末端部の加工面 は 6 面で構成され、 先端は非常に鈍く 作 ら れ

てい る 。 ⑥ （第33図2a ・ 2b) は 同一個体と思われ、 樹皮が残って い る も のである 。 a は末端部

と 思 われ、 加工面は 5 面から 構成される 。 加工の順序は上から下へ行われている 。 0 (第33図

3 ) はやや弯曲した胴体部を持 ち 、 樹皮が残って い る も のである 。 杭の頭部は一 刀打で切断さ

れており 、 唯一、 原形を保ってい る 。 末端部は 2 面の加工面で構成され る が、 切り合いは有し

ていない。 ⑤（第33図4a · 4b) は同一個体と思われ、 両者と も 全体を焼き焦がしてい る 。 a は

樹皮 が残存してい る胴体部で、 枝の削りを途中で止め、 ひき裂いてい る加工面がある 。 b は樹

皮をすべて剥がした胴体部片で、 枝を削った加工面があり 、 さ ら に 、 その下方の加工面は末端

部に近い部分であ る と 考 え ら れ る 。 ④ （第32図 4 ) は上部を破損した杭で、 樹皮は残っていな

ぃ。 末端部は先端が板状を呈し、 数面の加工痕がみ ら れ る が、 腐食のため明瞭ではない 。

次 にS D 03溝跡 (0-①） と S K 07土砿 (G)) 出土の 7 本の杭 に ついて記述する 。



1 2 3 0 20cm 

r 1�::1�, さ］：：棗；：：:�:::: 念: l 出（第i図中） II r 1�::1 匹クさ ：：：：、��:: 悶： I t..(第i図中）
第31 図 SE05出土遺物（井戸枠材）
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第33図 SE05出土遺物（杭）

④ （第34図 1 ) は弯曲した胴体部をも ち 、 頭部付近は腐食のため先細りになっている。 末端

部は片面のみの加工で、 加工面は 5 面で構成される。 加工の方向は 上から下へ行われ、 は じ め
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に 最大刃部幅 3.7cmの大きめ の加工面が作 ら れる（第 1 段階） 。 次に 、 先端部を尖 ら せ るための

先端調整加工 ( 4 面） が施される（第 2 段階）。 なお、 第 1 段階の加工面には 、 鉄斧の刃先がめ

り込んだ痕跡が観察される。 ⑥（第34図 2 ) は取り上げ時にほと ん どの樹皮が剥離してしまい、

現状では 一 部にしか残っ ていない。 頭部は加撃に よ っ て打 ち 折 られたよ う な状況を呈する。 末

端部の加工面は 8 面で構成され、 3段階の工程か ら な る。 第 1 段階は幅 1 . 3cm程の小さめの面

を作る ( 3面 あ る い は そ れ以上） 。 次 か ら の工程は①と 同様の順序をたどる。 加工面の大半 に は 、

鉄斧の刃先がめり込んだ痕跡と 、 2 - 3mm幅の刃こぼれ痕 が 1 条 み ら れた。 0 (第34図 3) は

中央付近で屈曲する胴体部をもち、 樹皮が残存する。 頭部には加工が施されるが、 項部付近は

つぶれが生じている。 加 撃 に よる も のであ ろ う か。 加工方法は鉄斧の刃先のめり込ん だ面が縦

に連続する も ので、 同様の方法は末端部でも と ら れている。 末端部は片面 か ら の加工で、 そ の

付近は 焼き焦がされている。 ④ （第35図 1 ) は上半でやや屈曲する も ので、 樹皮がほぼ全体に

残 っ ている。 胴体部の上端付近 に は 、 枝を削 っ た加工面 が あ る。 末端部は片 面 か ら の加工であ

る。 第 1 段階の加工は左右に分けて行われ、 4 面 か ら構成される。 第 2 段階は先端調整加工で

3 面 か ら構成される。 また、 鉄斧の刃先がめり込んだ痕跡 が 1 面 あ る。 0 (第35図 2 ) は胴体

部全体がゆるやかに弯曲する も ので、 樹皮は残存している。 頭部付近は先細りで、 末端へ向か

って徐々に太 く なっていく 。 胴体部には枝を削った跡 が 4 面 あ り、 これは末端部の加工方向と

は逆に頭部に 向 か っ て行われる。 そ の他 に も 枝を折った箇所が 3 ヶ 所 あ る。 全体を焼き焦がし

た後に末端部の加工がなされており、 0-④とは異なり、 全 面 に およんでいる。 しかし、 加工

の方法は⑥に共通しており 3段階の工程か らなる。 第 1 段階は 刃部幅 1 cm程の小さな面を作る

( 7 面 あ る いは そ れ以上） 。 第 2 段階は縦長の面を3面作り、大まかな形態を整える。 第 3段階

は第 1 段階の加工面を切 っ て先端調整加工が行われる。 末端部の加工面は14面で構成される。

① （第35図 3) はやや屈 曲する胴体部をも つ も ので、 上半には樹皮が残り、 下 半 に は焦痕がみ

ら れる。 枝を削った痕跡 が 2 ヶ 所 あ り、 そ の両方と も に ひき裂き痕が残る。 末端部は 5 面の加

工面か らなり、 2 段階の工程をも つ 。 第 1 段階は幅 2.8cmの大きめの加工面を 2 面作る。 第 2

段階は 幅 1 cm前後の 3 面 か ら なる先端調整加工であ る。 Cv (第33図 5 ) は かなり腐食しており、

樹皮は残存していない。 末端部の加工は全面におよび、 2 段階の工程 か ら なる。 第 1 段階は幅

2 cm程の細長い加工面 3 面以上で構成される。 第 2 段階は先端調整加工で、 大きく 3 面 か ら な

る 。 加工面は 、 腐食のため明瞭でないが6 面以上であ ろ う 。

以上、 7 本の杭は⑥を除いて、 すべてS D 03溝跡内において共伴関係が確かめ ら れ、 同時に

打ち込まれたも のと みなすこと ができる。 溝部か ら 検出したも のに は①-0があり、 土砿状の

落ち込み部か ら は④～①がある。 長さは前者が60-70cm、 後者 が80-120cmを計る。 この長さ

の違いは 、 溝部底面と 土坑状落ち込み部底面と の高低差が40cm程 あ る こ と に呼応してい る よ う



で、 製作時に調節したも のとみられる。 打 ち込みの深 さ については 、 (0でみると約35cmあり、

残存長の約％を打 ち込んでい る（第 9 図参照） 。 他のものについても 、 ほぼ同様であった。

次に、 杭の加工方法について ま と めてみると 、 第 1 にS D 03溝跡出 土の杭は 、 自然面を 一端

に残す片面のみの加工を基本と している。 第 2 に加工方向と し ては 、 概ね末端方向にと ら れて

いるが、 ⑥の頭部及び0の胴1本部に例外が認められた。 第 3に加工の手順は 、 1 段階の工程 を

とるもの（⑥） 、 2 段階の工程をとるも の（①、 ④、 ①） 、 3段階の工程をと る も の ((0、 @、0)

に分類する こ とができたが、 それ ら の基本とな っているのは 2 段階の工程である。
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(10) 石製品

石製品には 、 硯、 砥石、 紡錘車 、 使用痕のある礫 、 刻線のあるス レ ー ト片がある。

〈硯〉

2 点出土しているが、 図示できたも のは 1 点である（第36図 1) 。 側面及び裏面は平滑に磨き

込まれている。 縁の際には筋状の溝痕が数粂あり 、 また 、 硯面はかなり使 いこまれたのであろ

う か大 き く 窪んでいる。

〈砥石〉

7 点出土しているが、 図示できたも のは 4 点である。 第36図 2 は扁 平な素材を用いており 、

細かな単位で擦痕が不定方向にみられる。 第36図 3 は ノ ミ 状のエ具で削った整形時の痕跡が残

っている。 砥面は中央が窪んでいるが、 擦痕は さほど明瞭ではない。 第36図 4 は端部の破 片 と

思われ、 砥面は3 面で構成されている。 以上の3 点は砥面の滑らかさから仕上砥に使われたも

のであろ う 。 第37図 1 は梵字が陰刻されており 、 板碑の一部 と み られる。 碑面及び側面は 、 滑

らかに擦りあがっており 、 砥石に転用された可能性が強い。

〈紡錘車〉

1 点出土している（第36図 5) 。 半 欠品で直径約5 cm、 厚さ 1 .2cmを計る。 全体を良く研磨し

ており 、 下面には中央の円孔に向かって線刻がみられる。 文様を意図したも のかも しれない。

〈使用痕のある礫〉

4 点出土している。 第37図3 · 5 は多孔質の石質である。 3 は 平坦な面をな し 、 さほど磨痕

は 明瞭でない。 5 は 凸状の面をな し磨滅が著 し い。 側面には擦痕 も み られる。 第37図 2 は台状

の形態であり 、 表面には凹凸があるが、 全体に磨滅 し ている。 また、 一部には線状痕がみられ

る。 裏面にも凹凸があるが 、 凸部のみ に磨痕が限定される。 表面及び側面上端付近は黒褐色に

変色している。 第37図 4 は楕円形の扁 平な礫を素材 と し、 表面及ぴ裏面の一部には黒褐色の付

著物がある。 表面の中央付近は 、 灰色に変色し磨滅している。 さらに、 裏面の高位部にも磨滅

が認められる。

今回出土した礫は 、 すべて井戸跡からの出 土である。 出土状況については 、 特に投棄した状

況も観察できなかったが、 今後検出状況には注意を払 う 必要はあろ う 。 なお 2 に関しては 、 か

なり大形の礫を素材 と し ているこ と から、 固定 し て使 用 し たも の と 考 え られる。 また、 その面

の状態から擦る、 叩 く 等の作業が行われたこと が推察される。 こ れに類するも の と し ては 、 仙

台 市今泉城跡（註5 ) 、 多賀城市新田遺跡で比較的多く 出土 し ているが、 用途や機能に関して

は不明な点が多く 、 今後の課題であろ う 。

〈刻線の あ る ス レ ー ト片〉

2 点出土している（第36図 6 · 7 ) 。 表襄面は両者 と も 平滑に磨かれている。 刻線は格 子 目 状
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に引かれているが、 個々の大 き さに規格性は な い 。 また、 刻線の幅、 深さにつ い ても 一様では

な い。

(11) 金属製品

3点出 土 し てい る。 煙管は雁首部（第38図 1) と 吸 口部（第38因 2) で、 いずれも銅製であ

る。 雁首は全長 5 .9cm、 吸口は 7 .6cmで、 断面形は六角形である。 不明鉄製品（第38図 3) は

断面形が方形を呈し、 残存長 7 .2cmを計る。

田三

1 

゜ 3 

゜ 5 cm 

備 考 泊 種 類 Iグリ ッ トI層 位I 偏
雁首部、 長 さ5.9an 3 不明鉄製品 I A - 0 5 1 0 層 I残存長 7.2cm
吸口部、 長さ7.6an

第38図 出土遺物（金属製品）

＞
 

ま と め

本調査で検出した主要な遺構を重複関係から整理すると下表の よ う に な る。

SAOl 

S D10 ゞ SD09 → S D08 → � :�: ニ so•

� 

S 802 

今 S 80] 
� S  E02 

S E03 一 S D05 → S EOl 
SD01 
S K07 
SD03 → S D02 → SK06 

※ ［＝ は壇土中に仄白色火山11'を含む遺情。

〈遺構と 遺物の検討〉 検出された遺構の う ち、 S D 06溝跡と S E 04井戸跡の埋土中には 、 10

世紀前半に降下したと されている灰白色火山灰が含まれているこ とが観察されている（註6 ) 。

したがって、 時期決定には こ の 2 つの遺構を基準に考えるこ とができる。 こ こ では降下以前の

も のをA 期、 降下以後のものをB 期とする。

溝跡の う ち、 A 期に 属するS D 06-08溝跡は調査区の ほぼ同位醤で重複し、 方向は南北の発

掘基準線 に 対 し て、 北でやや東 に振れるとい う 共通性をもっている。 遠物は 、 表杉ノ入式に比

定できる土師器等が出 土していること から、 平安時代の も の と 考 え られる。 B期に属するS D
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02溝跡とS D 03溝跡は、 ほぼ同位寵、 同方向に重複 し てお り 、 さ ら に 、 その北側を東西方向に

延びる S D 01溝跡とは、 「 T 」 字状に な る位臨関係に あ り 、 そ こ には規則性をみ る こ とが でき

る 。 遺構の時期を検討でき る遺物には 、 S D 02· 05溝 跡出土の瓦質土器が あ る 。 こ れに 類似す

るものを出土す る遠跡とその時期に つ い てみ る と、 仙台市鴻ノ 巣遺跡で中 世末～近世、 南小泉

遺跡で近世 、 今泉城跡で中世中 頃～近世初頭、 仙台城三ノ 丸跡では近世初頭、 多賀城市新田遺

跡では美濃大窯 皿期の施釉陶器、 唐津の椀 • 皿と共伴 し てお り 、 中世末頃と考え ら れてい る

（註 7 ) 。 し た が っ て、 本遺跡出土の瓦質土器に つい ては、 共伴す る 遺物 に 近世の陶磁器類が

ない こ と な ども 合 わせて、 中世末～近世初頭のものとみてお きたい 。

井戸跡は 、 S E 05井戸 跡を除 く と、 すべて素掘 りのものであ る 。 S E 05井戸 跡に つい ては 、

S E  04井戸跡との位匹関係、 井戸枠の方向 、 さ ら に S D 07溝跡出土の丸瓦が本井戸跡出土のも

のと接合す る な どの点を考慇し 、 A期に 属す る ものと考 え る こ とが でき る 。 B期の井戸跡は 、

；大形の土砿ととも に 、 調査区のほぼ中 央に 集 ま る 傾向 が あ る 。

土砿は 、 大部分が B期に 属 す る ものであ り 、 S K 06土坑よ り 中世陶器が 出土 し てい る 。

掘立柱建物 跡及び柱列 跡は 、 調査区 南 東部に そのまとま り が あ り 、 さ ら に 調査 区 外に 広 が る

可能性が 強い 。 こ れ らは すべて発掘基準線 に 対し 、 ほぼ一致す る 方向を示す こ と か ら 、 あ る 程

度の規則性をも つ建物 群で あ る と考 え ら れ る 。 S B 01 · 02建物 跡は 、 他の遺構 との位置関係や

形態、 規模等の点 か ら 、 B期に 属 す る ものとみ る こ とが でき る 。 また、 S A 01柱列 跡に つい て

は 、 大形で方形を呈す る 掘 り 方をも つ こ とや、 S B 02建物 跡に 切 ら れてい る こ とよ り 、 お そ ら

< A期に 属 す る ものと推察 さ れ る 。

なお 、 各遺構 か ら 出 土す る ロ ク ロ 未使用の土師器は 、 その形態や器面調整の特徴 か ら 、 古墳

時代中期の南小泉式に比定 でき る も ので あ る 。 すぺての遺構 で、 こ れよ り 新 し い 時期の遺物 と

混在し てい る 。

〈遺構 の構 成 と 年代〉 A期は 溝 跡、 井 戸 跡 、 掘立柱列 跡 よ り構 成 さ れ る 。 年代に つい ては 、

前述した灰白色火山灰の降下年代 か ら 、 10世紀前半を下限とす る こ とが でき る 。 ま た 、 奈良時

代に上が る確実な遠物 も 出土 し てい ない こ とよ り 、 平安時代にお け る 変遷であ る と理解 さ れ る 。

B期は溝跡 、 井戸跡、 土f広、 掘立柱建物 跡よ り構 成 さ れ る 。 こ れ らは複数の重複関係をもつ

こ と か ら 、 少 な く とも 2時期以上の変遷が 予想でき る 。 調査区 を東西方向に 延 び る S D 01溝跡

と南北方向に延ぴるS D 03溝 跡は 、 重複関係が な く 、 埋土中に植物 遺体を多量 に 含 む な ど類似

した様相を示す。 また、 S D 03溝 跡の北端とS D 01 溝 跡の間には 、 掘 り 残 し た箇所を有 してい

る 。 こ れは 、 通路の役割を果す土橋とみ る こ とが でき る 。 こ れに 関連 して 、 南側にはS D 03溝

跡に付随す る 円形の土f広が あ り 、 南壁沿い に 打 ち込まれてい る杭列 ととも に 、 溝の端部にお け

る水流調節の働きをも っ てい た施 設と推察 さ れ る 。 こ れ らの こ と か ら 、 S D 01溝 跡とS D 03溝
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跡は、 同一時期に機能 し て い た と 考 え ら れ、 さ ら に 、 この南東部に は井戸跡、 土f広、 掘立柱建

物跡が配置 さ れ て い る こ と を考 え 合 わ せ れ ば、 居住域 を区画する性格を も つ も の と い え よ う 。

こ れ と 同様 に 、 何 ら かの区画の役割 を 果 す と 思 わ れ る溝は、 近接する 新田遺跡 と 鴻 ノ 巣遺跡で

も検出 さ れて い る 。 両遺跡 と も 中世の も の で あ る 。

B 期の遺構群の年代 に つ い て は 、 調査面積が限 ら れて い る こ と や、 遺物の出土が僅少で あ る

こ と な どか ら 、 遺構の細 か な 変遷 を 追 う に は無理があ る 。 し た がっ て 大 ま か な 年代 と し て は 、

B 期 の 中 で比較的新 し い時期 に あ た る S D 02 · 05溝跡か ら 、 前述 し た瓦質土器が出土 し て い る

こ と よ り 、 こ の下限時期が遠構全体の下限 と さ ほ ど変わ ら な い も の と 考 え ら れ る 。 ま た上限 に

つ い て は 、 な お不 明 な 点 が多 い が、 各遠構の 間 に そ れほ どの時期差があ る と は思 え な い こ と よ

り 、 B 期の年代 を およ そ 中世後半 か ら 近世初頭の間に納め て お き た い 。
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W 山王遺跡か ら 出土 し た井戸枠材 と 木製杭について

東北大学植物園 内 � 俊 彦

山王遺 跡 か ら 出土 した井戸枠材と木製杭の材質 と 年輪幅な どについて 、 調べた結果は次のよ

う であ った。

資料は表 1 に 示すよ う に 、 杭 9本、 井戸枠 6 本であ る。 杭(11 、 12、 31、38、 39) は溝に 打 ち 込ま

れて いたもので中世後半 か ら 近世初頭のもの と推定 さ れてお り 、 井戸枠 (17-19、 28 、 29) お

よび杭 (21 、 22、 24、 25) は平安時代のもの と推定 さ れて いる。

木製杭として 利用 さ れて いた樹種は 、 カ ス ミ ザ ク ラ 、 カ マ ッ カ 、 ウ ラ ジ ロ ノ キ 、 ア カ シ デ、

コ プシ 、 コ ナ ラ 、 イ ヌ プナの 7種であ った。 また、 井戸 枠 と して 利用 さ れて いた樹種は 、 ア カ

シ デ、 カ マ ッ カ 、 ウ ラ ジ ロ ノ キの 3種であ った。 こ れ らの樹木は 、 山王遺跡の周辺の丘陵地に

広 く 見 ら れるものであ り 、 周辺 か ら伐採 して 利用 したものであ ろ う 。

資料番号11、 17、 19 、 31の 4つについて 年輪幅 、 年数 な どを調べた結果は 、 図 1 、 2 に 示し

た。 1 1は カ ス ミ ザ ク ラであ り 、 年数は29年を数えた。 直径は 5. 4cmであ り カ ス ミ ザク ラの生長

か ら 見 る と 、 主幹では な く 枝を利用 したもの と 考 え ら れ る。 また、 図 2よ り直径の肥大が 小 さ

く な ってい る こ と か ら 、 下方の枝で被圧 さ れて 葉数も 少 な く なって いるものであ ろ う 。 31は コ

プシであ り 、 23年生の枝を利用したもの と推定 さ れる。 この枝は図 2 に 示すよ う に 、 まだ肥大

成長が 抑 え ら れてい ない もの と 思 わ れ る。 19は ウ ラ ジ ロ ノ キで、 肥大生長は順調であ り 、 直径

は約 4. 2cmであ るが 、 やはり枝 と 考 え るのが 妥当であ ろ う 。 17は ア カ シ デの13年生のものであ

る。 ア カ シ デの生長 か ら 見 る と 実生したものの主幹 と 考え る こ と も できるが 、 利用状況な どを

考え 合わせる と 枝 を利用 した と 考 え るのが 妥当であ ろ う 。

また、 11の カ ス ミ ザ ク ラ と 17の ア カ シ デは 、 細胞の大き さ や導管 な どの分布状態か ら 夏材と

思われる。 19の ウ ラ ジ ロ ノ キ と 31の コ プシ は秋材であ った。 この こ と は 、 杭や井戸枠に 利 用 し

た木材は 、 そ れ ら を作製する時に 新たに伐採 したものだ けでは な く 、 前年な どに 伐採して あ っ

たものな どをも 利用したもの と 考 え ら れる。
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資料番号 図 番 号 遠 構 名 樹 穂 名 年数 備 考
R - 11 第34図2 S D 0 3  カ ス ミ ザ ク ラ 29 杭

12 第35図 2 S D 0 3  カ マ ッ カ 杭
17 第31図 3 S E 0 5  ア カ シ デ 13 井戸枠材
18 第31図 1 S E 0 5  カ マ ッ カ ． 井戸枠材
19 第32図 1 S E O S  ウ ラ ジ ロ ノ キ 19 井戸枠材
21 第33図 l S E 0 5  イ ヌ プ ナ 杭
22 第33図 3 S E 0 5  ウ ラ ジ ロ ノ キ 杭
23 第31図 4 S E 0 5  ウ ラ ジ ロ ノ キ ー ・ 井戸枠材
24 第33図2a S E 0 5  ア カ シ デ 杭
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図版5 図版6 S D03内土拡状落ち込み （南側 よ り ）

図版7 下駄出土状況 ( S 002) 図版8 漆器椀出土状況 ( S D05) 
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図版10 S E02井戸跡

図版11 S E03井戸跡 図版12 S E04井戸跡

図版13 図版14 S E05土層堆積状況

図版15 曲物底板出土状況 ( S E04) 図版16
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図版17 S K06土絋

図版19 折敷出土状況 ( S K06) 図版20 S D07 · 09溝跡等 （北側 よ り ）

図版21 図版22

¢ご

S AOl柱列跡 （南側よ り） 図版24
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10. 第23図I 13. 第22図2

図版25 出土遺物

14. 第22収13

l .  土師沿 杯
2 .  ,, 々
3 . � fl.li. 
4 . ,, f,{,. 
5 .  ,, ,, 
6 .  赤焼士沿 杯
1 .  m患器 心j台杯

� :  : ! 
10. 九瓦
l l .  円面硯
12. Iii. 釉陶器 関
13. 瓦11上岱 濡鉢

15. ぶ221:.il l 14. ,, ,, 
15.  中llt�器
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4 . 第29図6

7 .  第27図 2

9 .  第26図2
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2 .  第24図4

3 .  第24図 1

6 .  第29図 5

8 .  第24図2

10. 第27区1 1

図版26 出土遺物 （木製品）

l . 下 駄
2 .  ,, 
3 .  榔
4 . 曲物 側板
5 .  .. 底板
6 .  .. 蕊板
7 .  盤
8 .  漆岱 椀
9 .  折敷 底板
10. "' "'  
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l .  第29図1

2第29図2 I 3 .  第29図 3

11. 第31図1

4 . 第29図 4 5 .  第25図 J

6 .  第30図3

8 .  第30�1 6 9 .  第30図 5

10. 第32図3

7 .  第30図4

図版27 出土遺物 （木製品）

12. 第31凶3

1 . 笞状木製昴
2 .  ,, 
3 .  串状木閉品
4 . 京 fll
5 .  自任釣
6 .  板状木製品

7 .  板状木製品
8 .  .. 
9 .  ,, 
10. 1朽戸枠材
11. ,, 
12. ,, 
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8 .  第34回 3

4 . 第33図4a
5 .  第33図4b

6 .  第34図 1

9 .  第35区1 1

1 .  S E 05出土杭
2 . ,, 
3 .  ,, 

4 . ,, 
5 .  ,, 
6 .  S D 03出土杭
7 . ,, 
8 .  ,, 

9 . ,, 
10. ,, 
1 1 .  ,, 
12. S K  07出土杭

11.  第35図 3 12. 第33図5

図版28 出土遺物 （杭）
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1 . 第36図 1

5 .  第36図3

8 .  11137図2
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12. 第38図 2

13. 第38図 3

1 . 硯
2 .  砥 石
3 .  ,, 
4 . 紡錘単
5 .  砥 石

,, 
7 .  使用痕の あ る 礫
8 .  ,, 
9 . ,, 
10. " 
11.  煙管 雁首
12. ,, 吸口
13. 不明鉄閃品

図版29 出土遺物 （石製品等）
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